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  第一章 アダムと命の法則


  



  聖書朗読：創世記三・一～七、二二～二四、ローマ人への手紙八・一～二


  



  長く生きれば生きるほど、そして、物事について考えれば考えるほど、神と人との間のすべてを支配する究極的問題は命の問題であることを、人はますます確信するようになります。私たちの聖書はここで、命は法則であると述べており、さらにこの命は聖霊の御手の中にあると述べています――「命の霊の法則……」。


  法則は定まった確立済みの原則です。それには様々な可能性があります。それに適応してそれによって治められるなら、特定の結果が必然的に生じることを、それは意味します。その法則が確立される時、それが秘めている可能性は確実に実現されることを意味します。ですから、ここで述べられているのは、ある事柄が聖霊なる神に属する印は命である、ということです。何事も聖霊なる神に属するものなら、それは生きます。その主な特徴は命となります。これは法則であり、確立済みの原則です。神にしたがっているものは生き、その内に神ご自身の命を持ちます。そしてこれは、原則として、導きの法則です。それは神の民を導くための原則です。


  しかし、初めに気を付けるべき別の点があります。それは、定まった原則としての命の問題においては、この命はキリスト・イエスにあるということです。「キリスト・イエスにある命の霊の法則」。この事実に基づいて、神に属するものはすべてキリスト・イエスにあることを、聖書はことさらに強調しています。神に属するすべてのものの印が命である以上、命はキリスト・イエスにあり、ただ彼にのみあります。


  キリスト・イエスにある命の七重の表現


  私たちの目的は、命について調べて、命の構成要素に注目することです。つまり、命の法則がどのように働いて、その始まりから究極的完成へと至るのかに注目することです。主が私たちを力づけて導いてくださるなら、命の構成要素は七重であることがわかるでしょう。それはプリズムによって分かれ出た光の色のようです。キリスト・イエスはプリズムです。キリスト・イエスにある命の多彩な表れがどのようなものか、その命の法則の七重の表れがどのようなものか、私たちは見ることになるでしょう。命を知るには、彼を知り、彼を理解しなければなりません。彼を真に知ることは命を知ることです。こういうわけで、この真理に沿って、キリスト・イエスを啓示すること、彼を知らせること、私たちを命である彼の中に導くことが、命の霊である聖霊の働きになります。しかし、このように彼を知らせて彼の中に導くことは霊的教育の問題であり、全生涯にわたるかもしれません。これが理由で、神の御言葉の中には、神にある真の命が始まるとき、私たちは命の中に入り、命は私たちの中に入るという記述がある一方で、私たちは先に進むにつれて、この命に関してさらなる行動を取らなければならないという記述もあるのだと思います。モーセがイスラエルの子らに命じたように、神の民ですら、時々、命を選ぶよう命じられます。命を選ぶ決意をしなければならなくなる時、私たちの霊的経験に特定の危機が生じます。私たちの前には二つの道があり、私たちは一方を断固として拒絶し、他方を積極的に選ばなければなりません。次にまた、私たちは命を握るよう強い勧めを受けます。さらに、命は依然として未来のものであり、私たちはまだ達したわけではなく、命は私たちの前にあることを示唆する御言葉もあります。私たちは進み続けて命に至らなければなりません。永遠の命を受け継がなければなりません。これは、キリストを知る知識は段階的であって、絶えず成長するものだからです。これは学びであり、私たちがキリスト・イエスにある永遠の命という神の無代価の賜物を受けた時から始まり、終わりはありません。ひたすら進み続けて、彼岸に至ります。その時、私たちは依然として「神のパラダイスの中央にある命の木」から食べているでしょう。この命に終わりはなく、決して尽きず、その最果てに到達することはできません。しかし、私たちはこの地上のこの短い期間と関わっています。この期間は命の霊の法則、命の法則に関する学びの時であり、この学びはこの法則の七重の表現と関係しています。すでに述べたように、それはキリスト・イエスです。


  さて、キリスト・イエスは常に命として躍動しておられます。神が御旨に到達するために着手される時は常に、絶えず、最初から最後まで、キリストという手段によります。つまり、神は常に、命としてのキリストの構成要素、すなわち、御子に属するものを、さらに多く引き出すことによって、御旨に向かって動かれるのであり、したがって、豊かな命への進歩は、キリストがどのような御方かを絶えず新たに発見することによるのです。神はキリスト抜きで御旨に向かって動こうとは決してされません。神が用いられるものは何であれ、その本質がキリストであるものです。ですから、キリストによって、神は御旨を究極的完成に至らされます。


  次に、創世記のとても馴染み深い基礎に進むことにします。創世記は死と生の基礎をすべて包括しており、これらの問題はすべて七人の人に集約されています。各人物がキリストの命の特定の面を見せています。この七人の各々が示す命の各面は、命の法則全体の一部です。命の法則全体が、この七人の人により、七重の形で総括されています。この七人とはアダムからヨセフまでです。


  アダムにおける神の御旨


  アダムとキリストが最初からすべての時代を支配する立場にあったことに、まずは注目しなければなりません。アダムは来たるべき方の絵図である、と述べられています。アダムはいわば影でした。永遠の光を背にしたキリスト・イエスが、いずこかに立っておられました。そしてそこで、この実体と影がすべての時代を見下ろして立っていました。それはすべての時代を神の御旨にしたがって統治するためでした。


  キリスト・イエスにある命の霊の法則は、創世記では「命の木」によって表されています。アダムは命の道を示すはずでした。もしアダムが神の御旨の道の代わりに別の道を選んでいなければ、アダムは命がどのように働くのか、命の法則がどのように働くのか、そして、この法則の働きにより、神はどのように御旨に到達されるのかを示していたでしょう。絶えず常に生き生きと、ある定まった法則の働きによる命の道を示していたでしょう。しかし、アダムは失敗しました。彼はこの法則の代表者、化身となるべき者でした。しかし、この命の道は失敗し、彼は今や死の道の代表者となっています。しかし、今や最後のアダムとして知られているキリストが介入されました。そして、彼自らがこの命の法則を体現されます。彼は命の道を示されます。彼はアダムが成就しそこなったことを成就して、命の小径によって神の御旨を達成されます。


  さて、初歩的なことをすべて述べたので、この命の法則の七重の表現の最初の人であるアダムから始めることにします。しかしもちろん、私たちは今アダムを逆の方向から考えて、命とは何なのか、命の法則とは何なのかを、アダムの場合その逆のものがどう働いているのかを黙想することによって学ばなければなりません。私たちは消極的なものを通して積極的なものに、偽りによって真実に導かれます。


  命や死の始まりを理解するために、アダムとキリストの誘惑の性質を理解しなければなりません。なぜなら、これらの誘惑に何か一つ真実な点があるとするなら、それは、命と死、死と命の問題が丸ごとこれにかかっている、ということにほかならないからです。ですから、数分の間、これらの誘惑について新たに考えなければなりません。キリストの誘惑について理解するために、アダムの誘惑について考えることにします。


  サタンの人への接近


  第一に、誘惑者の姿と誘惑があります。創世記三章から、エバとアダムがどこでなぜ堕落したのかが正確にわかります。上辺はとても単純です。おそらく、これがその主な脅威であり狡猾さです。その機会は良さげに見えるものでした。サタンの誘惑やそそのかしは通常、善のために望ましく見える形で示されます。これを常に覚えておいてください。サタンがこれまである人を、堕落というおぞましい結末を知らせることによって誘惑したりそそのかしたりしたことがあるのかどうかは疑問です。サタンは常にその正反対の道を取って、善であるかのように人の判断に訴える形で誘惑してそそのかします。問題は、いつも人が物事しか見ないことです。キリストはサタンを見ました。提案の形で誘惑が臨んで、善のためのものとして示された時、キリストはそれを見抜き、その裏を見抜いて、「わたしの後に引き下がれ、サタン」と言われました。さて、強調する必要も、述べる必要もほとんどないでしょうが、サタンがあなたを誤導し、欺き、誘惑し、命の道から連れ去ろうとする時はいつも、相変わらず良い提案、つまり良いと人が判断する提案を持ち出すことによってそうします。我が道を行くことを欲する時、私たちは必ずもっともな口実を持ち出すものですが、これにはとても明確な意義深い意味があります。つまり、私たちは常に良い口実を持ち出して、それでバランスを取っているのです。これはとても意義深いことだと言えます。いまだかつて一人も、悪くなる良い口実なく悪くなったためしはありません。ただし、良い口実と言っても、それは人間的観点から見たものです。常に議論が続いて、すっかり逸れてしまうのです。


  さて、ご存じのように、誘惑はまず獲得能力、つまり獲得力に対してなされました。この場合は知識の獲得でした。さて、愛する人よ、知ること自体は悪ではありません。しかし、もちろん、人はあることを知らない方が、つまり、ある種の知識を持たない方が良かったでしょう。しかし、この問題の要点は人が獲得した知識の種類だとは私は思いません。この誘惑は知識欲から始まりました。その訴えは獲得力、所有力に対するものでした。ここでは、それは知識を得るためでした。しかし、知識自体は悪ではありませんが、他方、この場合、隠れた要素がありました。この出来事の背後にあったのは、所有したいという動機でした。つまり、所有することによって、もはや神に拠り頼んだり従ったりしなくても済むようにしたいという動機です。目的は地位の変更であり、別の地位を得ることでした。これがこの誘惑の背後にあったものです。それは神に対する人の依頼心、神に対する人の従順に、直接一撃を加えるものでした。あるいは別の言い方をすると、それは神の地位に直接一撃を加えるものだったのです。


  神の性格に対する非難


  さらに、中傷も隠されており、それは二つのものについてでした。第一に、神の愛に関する中傷です。この誘惑の奥底には、神の愛を疑うようにという誘いが秘められていました。神は愛することと被造物の益を図ることとを公言されたけれども、実は最善・最高・完全なものを差し控えているのであり、実は被造物の生活を不必要に勝手気ままに制限している、とほのめかしたのです。神は実は愛ではない、そんなことをする神は愛ではないから、というのです。さて、私が述べているのは、人はこれをすべて察知したということではなく、聖書全体と人の歴史全体がこれを立証しているということです。サタンが最初に仕掛ける基本的かつ狡猾な悪魔的攻撃は常に神の愛に対してであり、サタンは決してこの攻撃をやめません。あなたも私もこの地上にいるかぎり、この点に関して誘惑されるおそれが全くなくなることはありません。神は愛である、とあなたは私に告げられるでしょうか？このことやあのことを見てください！それは制限以外の何物でもなく、あなたは本来持てるしまた持つべきものをすべては持っていないのではないでしょうか？


  次に、それは神の誠実さに関する中傷でした。つまり、神は真実なのか、神は本当に信頼できるのか、に関する中傷でした。「神はそう言われたのですか……？」。さて、何が起きるのかわかります。誘惑のとき、神の善良さが常に非難され、神の真理が常に疑問視されます。神の愛と神の誠実さを示す他のすべてのしるしが常にぼかされます。気をつけて目を覚ましているすべての人への明確な答えは、「ああ、そんなことはありません！見てください、至る所見回してください。神の愛の証拠やしるしが至る所にあります。私には神の愛を示す証拠がたくさんあります。ただそれについて黙想しさえすればいいのです。座ってそれについて考え、状況を判断すればいいのです」というものです。しかし、あなたたちのうちどれくらいの人が試みの時にそうして、それにより逃れの道を見いだしたことがあるでしょう？試練、誘惑、圧迫、攻撃を受けるとき、それまでの祝福がすべてぼかされてしまう、というのは真実ではないでしょうか？どういうわけか、それらの上にかすみがかかってしまいます。濃霧と煙幕がかかってしまいます。そして、自分の現在の逆境と当座の困難しか見えなくなってしまいます。神と、その愛、その忠実さ、その真実さとに関する疑問に取り憑かれてしまいます。最後の啓示の中でイエスが「忠実で真実な者」（黙十九・十一）と呼ばれているのはこれが理由である、と私は信じています。これは人における勝利の偉大な称号です。この勝利は人におけるものであり、神の愛と神の真実さに関する疑問を絶えず引き起こすサタンのすべての働きに対する勝利です。この称号の背後にはその基礎として、「わたしは死んだが生きている者である」といった御言葉があります。しかし、ちょっと待ってください。「わが神、わが神、どうしてわたしを見捨てられたのですか？」というこの叫びを聞いてください。それはキリストにとって誘惑の時、暗闇の時でした。キリストはそれからどのように抜け出されたのでしょう？「神の愛は破綻し、神の真実さは頓挫した」というサタンの示唆を弄んで育んだ者として抜け出したのではなく、あなたや私なら決して経験しないであろうこのような時に、サタンの示唆や中傷の総計に打ち勝った勝利者として抜け出されたのです。キリストは出て来て、忠実さや真実さという特徴の化身となられます。


  真の狙い


  さて、ここに二重の中傷があって、神のあわれみと善良さを全く見えなくさせます。次に、さらに隠されていものがあることがわかります。それは、神をその地位から追い出して、その地位に自分がつくための、サタンの巧妙な隠れた方法です。考えてみればよくわかります。これがまさに起きました。神は退けられて、サタンがその地位につきました。これこそまさにサタンが狙っていたことです。サタンは、常にそうするように、神に関する疑義を携えて入り込み、自分の話に傾聴する耳を見つけたことがわかります――ああ、サタンになびきやすい耳、サタンとの交渉は、なんと危険で災いなことか！キリスト・イエスは決してそうされませんでした。自分の問いかけに対して開かれている耳を見つけて、サタンは速やかに行動し、このわずかな強みを活かして嘘、明らかな嘘をつきました。「あなたが死ぬことは決してありません」。サタンは今や本腰を入れて確信に導こうとしています。その皮相的な利点を強調して、奥深くに何かを打ち込もうとしています。「あなたが死ぬことは決してありません」。それだけでなく、直ちに別の何か――誤った立場にある真理――が続きます。「あなたがそれを取って食べる日（中略）あなたは神々のようになって善悪を知るようになることを、神は知っているのです」。全くそのとおりです！神は後に、「人はわれわれのひとりのようになって、善悪を知るようになった」と仰せられなかったでしょうか？しかし、この真理は誤った立場にあり、その恐ろしい悲惨な結果は示されませんでした。知識を得た事実が問題なのではなく、神に背く形で知識を獲得したこと、あなたを神から引き離すような形、神から遠ざけ、神を私たちから遠ざけるような形で知識を得たことが問題なのです。問題は、神から独立させようとする巧妙な隠れた意図を持つサタンのそそのかしで知識を得ることです。人が一たび神から独立した時、サタンは狙いを遂げました。サタンが神の地位にあります。


  さて、愛する人よ、これが死の道であり、それはすべて一言にまとめられます。死の道は神から自己と独立へと向きを変える道です。その独立とは、判断の独立、願いの独立、意志の独立です。ですから、「罪を犯す魂は死ぬ」。魂とは知性、心、意志です。神からの独立は死の道です。自分自身の考えを持つこと、自分自身で判断すること、自分自身の立場を固守すること、自分自身の結論に固執することは死の道です。なんという領域をこれは開くことか！これは、そのからだである教会に関する主イエスの至高の頭首権という問題全体を開きます。そして、この霊的なからだの個々の肢体がいかなる形であれ独立することを禁じます。これは、もちろん、それ以上の問題に触れます。死の道はアダムの道であり、判断の問題で自己に向かうこと、願いの問題で自己に向かうこと、意志の問題で自己に向かうことです。


  命の道の模範であるキリスト


  さて、これにより私たちはキリストに導かれて、最初のアダムの立場とは逆の立場にある最後のアダムにおける命の働きを見ます。彼が取られた道を見ます。ああ、誘惑におけるサタンの狙いを常に覚えておいてください。神の御子の場合もそうであり、私たち一人一人の場合もそうです。私たちはサタンの狙いを押さえなければなりません。主イエスの誘惑に関する私たちの解き明かしや説明の大半は十分ではない、と私は感じています。究極的な点に至らずにいます。助けにはなるのですが、要点を外しています。主イエスに対するサタンの誘惑の支配的原則は死であり、それ以外の何物でもなかったことを、私たちは認識しなければなりません。サタンは主イエスの命を狙っていました。主イエスが人の命になれなくなることを狙っていました。言わば、命の流れをまさにその源から止めることを狙っていたのです。誘惑の目的は常に命の問題です。サタンは死を狙っていました。そのため、御言葉はサタンのことを「死の力を持つ者」（ヘブ二・十四）として描写しています。死はサタンが神の子供たちに対して振るうものです。しかし、キリストの道を見てください。キリストの道は常に自己から、独立から、御父へと、神へと至る道でした。キリストの生涯で注目すべき素晴らしい点の一つは、いかに躊躇や保留をせずに、彼が常に自己から御父へと向かわれたのか、独立するよう提案されても御父に拠り頼まれたのか、という点です。自分からは何もしない、が彼の生活態度でした。キリストの場合、これは不動のものでした。自己に諮らず、自己を顧慮せず、自己の意見、自己の願望、自己の意志はありませんでした。キリストの場合、常に「わたしの意志ではなく、あなたの御旨……」でした。「わたしが来たのはあなたの御旨を行うためです」「わたしはあなたの御旨を喜んで行います、ああ、わが神よ」。自己から、神に対する独立から、かけ離れています。これがキリストの務めの始まりにおける誘惑のまさに核心であることがわかります。誘惑は神から独立して自分自身で、自分自身から行動することでした。しかし、彼は毎回、問題をこの一点に戻されます、つまり、神はこの問題に関して御旨を知らせてくださっている、神はこれに関して表明しておられる、こう書かれている、こう書かれている、こう書かれている、という点にです。どの問題でも神が最終決定者です。私の便宜、私の慰め、私の昇進、私の益、私の自己実現、私の目的ではありません。私の命ですらありません。御父をおいて他にありません。


  キリストへの同形化が、愛する人よ、キリストにある命の法則の至高の要素です。これがキリストにある命の法則です――常に自己から、自分自身の魂から、神へと向かうことです。自分自身の理屈、自分自身の願望、自分自身の意志から離れることです。これが神の御子のかたちに同形化されることです。これはとても実際的です。御子のかたちに同形化されるよう予め定められたことについて述べる時、これは何か秘密の、隠された、知覚できないものであって、自分の知らぬ間に聖霊の御手によってなされることである、と私たちはおそらく思うかもしれません。しかし、そうではありません。神の御子のかたちへの同形化は、断固たる選択、慎重な選択という線に沿ってなされます。神の御子を支配していた法則――常に自己から離れて神に向かうこと、知性・心・意志の独立から全く遠ざかって神へと向かうこと――に従うことによります。神はとても実際的な方法でこれを試されます。


  これは、ですから、「キリスト・イエスにある命の霊の法則」です。アダムとキリストの場合に見られる命の霊の法則のこの最初の点とは何でしょう？それは、主に対する最初の服従、十分な服従、継続的な服従、最終的な服従の法則です。これが命の道です。サタンは「これは減少の道であり、制限の道であり、失う道である」と言います。神は「これは命の道である」と仰せられます。サタンの道は死の道であることが判明しました。命の道を取りえた者、神が定められた命の原則を確立しえた者から、この命は断ち切られ、差し止められました。神は主であり、主権者です。これは確立されており、疑問や疑いや議論の余地はありません。神は愛であり、神は真実です。これから髪の毛一筋ほどでも逸れるなら、命から逸れてしまいます。それが意味するところを把握してください。そうするなら、あなたは突き進んで命に至ります。


  



  第二章 アベルと命の法則


  



  聖書朗読：創四・三～六、八～十、一ヨハ三・十二、ヨハ七・四四、使七・五二、ヨハ四・二三、ロマ八・二


  



  前の黙想では、命の法則の七重の働きを考慮するよう導かれました。私たちは主イエスのことを命のプリズムとして述べました。この御方により、またこの御方を通して、命はその構成要素に分かれます。この御方に命の働きを見ることができます。しかし、黙想していくと、この絵図は変わっていき、七つの枝を持つ燭台あるいは燈台がぼんやりと見えてきます。この燭台には一本の中心的な根と茎があり、それから、またその一部として、その両側に六本の枝が伸びているのが見えます。まずアダムによって示されている命の霊の法則に関する前の黙想では、中心的な根と茎について述べました。それは他のすべてを含むものであり、そこからすべてが成長し、広がります。すべてはそこに戻ってきます。事の始まりはとても包括的なものなので、先に進むにつれて私たちが見ることになるのは、命の法則のこれらの残りの面はアダムにおいて総括的・包括的に示されているものが成長・発展したものにほかならない、ということです。私がこれを述べるのは、全体の統一性を保つためであり、すべての部分の一体性を保つためです。この一体性はとても卓越したとても素晴らしいものです。その構成要素のどれもが、命の問題です。断片的で、切り離された、無縁な事柄に実際に入り込んだりはしません。どの面も、単体で意義があるかのようには決して取り扱えません。一つの点が別の点に導き、この別の点があなたを元の点に導きます。ですから、常にあなたは同じではあるけれども成長しつつあるものを扱っているのです。あなたは今はこれをはっきりと理解できないかもしれませんが、先に進むにつれて私たちの言わんとしていることがわかるようになるでしょう。


  カインとアベルが示していること


  キリストにある命の法則のこれらの働きの第二に移ることにします。これは旧約聖書もしくは創世記の七人の代表者の二人目に示されています。今、私たちが目にするのはカインとアベルです。ここでは、自らを対比的・対立的に示す命の法則・原則が見えます。命のある所では――私が述べているのは通常の人の命ではなく、神の命、霊の命、キリストであるところの独特で特別な命であることはおわかりでしょう。命はキリストであり、この命がある所には、必然的にこの敵意が生じます。これは常にそうであり、この命に反することをしないかぎり、この衝突を避けることも抑えることもできません。神の命がどこかに見つかるやいなや、敵意が現れて、戦いが始まります。


  ですから、私たちはここにこの命を見いだします。いま述べているのは予型の領域でのことです。アベルの道に命が見つかり、カインの道に死が見つかりました。私たちはその違いを調べなければなりません。その違いとは何でしょう？カインのことをとても注意深く眺めることにしましょう。


  私たちはカインについて皮相的な見方をして、きわめて正当的で正しくはあるものの不適切な結論に至るおそれがあります。カインに対して大いに公平で、大いに厳密になりましょう。カインは神を無視したわけではありませんし、神に外面的に敵対している者でもありませんでした。カインは神を認めていました。神を礼拝の対象として認めていました。カインは礼拝行為として、自分の知る最上の物、自分の持つ最上の物を神に持って来ました。私が言う「最上」とは、彼が知っていた最上のことであり、彼が知り得たはずの最上のことではありません。この領域においては、カインが持って来たものは良い高価なものでした。これを認めて、こう述べないかぎり、死と命の違いは理解できません。いわゆる死の道を黒色や暗色で描写して、「死の道は神に対するきわめて凶悪な怒りという特徴を必ず帯びている」と考えても仕方ありません。「死の道に入るには、公然と積極的に神に敵対すること、神を無視すること、神を実際に認めることを拒否することが必要である」と思ってはなりません。死の道に入るのに、こうしたことをする必要はありません。死の道はそれよりもさらに深いものであり、それよりも遥かに深いものです。先に進むにつれて、これがそうであることがわかるようになるでしょう。


  カインは自分の天然の命の成果を持ってきたことがわかります。これはそれに尽きます。これを口で述べるだけでなく理解したとき、事の核心に近づいたことになります。


  アベルの場合、その姿勢は「生きるには死ななければならない」というものでした。神に受け入れてもらえるものを私たちは何も持っていません。神に拒絶される命しかありません。アベルは罪を認め、罪深い魂は注ぎ出されて死に至らなければならないこと、その魂、その働きや成果を神にささげてはならないことを見ました。カインの側では、魂が自分自身の善とおぼしきものの立場に基づいて受け入れてもらおうとしていることがわかります。


  キリスト・イエスとユダヤ人


  さて、これを直ちにキリスト・イエスとユダヤ人に当てはめることにします。ヨハネによる福音書ではカインについて用いられたのとまさに同じ言葉がユダヤ人にも使われていることがわかります――恐ろしいことです。しかし、私たちと主のすべての民が把握すべき要点は次のとおりです。すなわち、カインの立場に立ついわゆる不敬虔な者や、アベルの立場に立つ真の意味で敬虔な者について、私たちは必ずしも扱っているわけではありません。私たちはもっと遥かに狭い領域の中にあります。肉に従うイスラエルと御霊に従うイスラエルがあるのです。


  そこで、当時のキリストとユダヤ人に向かうことにします。ユダヤ人は礼拝をしていましたが、殺人を犯しました。これは恐ろしい組み合わせです。彼らの礼拝はその領域ではとても敬虔なものであり、ある意味で代価を要するものでしたが、それにもかかわらず、外面的なものでした。これについて主の口にのぼった様々な御言葉をあなたたちに思い起こさせる必要はないでしょう。「あなたたちは器の外側を清める」「彼らは自分たちの経札を広くする」「あなたたちは長い祈りをする」。彼らは「まず人に見てもらうことを喜び」ました。等々。それは外面的でした。彼らの礼拝は彼ら自身の栄光であり、働きでした。彼らが礼拝をした時、彼らは自分たち自身に注意を引きました。そして、彼ら自身の礼拝を自己に栄光を帰す機会としました。それはすべて形式の問題であり、その中に彼らはおそらく心から身を投じました。しかし、それにもかかわらず、それによって彼らは自分のために利益を得ることを求めたのです。礼拝ですら、常に彼ら自身に向けられており、実際のところ神に向けられてはいませんでした。彼ら自身の好みや利益のためでした。神の御心とは何の関係もありませんでした。神の満足だけを考えていたわけではありませんでした。


  さて、主イエスを見てください。主イエスは常にユダヤ人と逆の立場に立っておられ、ユダヤ人は主イエスと逆の立場に立っています。この対立は外面的なものでは全くなく、内側深くのものです。彼は礼拝されました。しかし、全く神に明け渡された生活によって礼拝されました。しかし、それ以上です。彼は神の性質そのものによって支配されている生活によって礼拝されたのです。神は聖であり、神は義です。神には混合が全くありません。神は純粋です。神は光です。神の中に暗闇は全くありません。暗闇、もや、透明性の欠如の疑いはありませんし、それを示唆するものもありません。神が過去にどのような方だったのか、そして今どのような方なのかが、主イエスの礼拝を支配していました。つまり、神が過去にどのような方だったのか、そして今どのような方なのかを理解して、神に似つかわしくないものは何であれすべて永遠に放棄しないかぎり、神を真理の中で礼拝することは不可能であることを、彼はご存じだったのです。神を礼拝するために神の土台の上に立つには、そこに神に似つかわしくないものや、神に反するものを持ち込むことはできませんでした。真理の中で神を礼拝しなければなりません。偽りであるもの、嘘であるもの、矛盾であるもの、真実ではない虚構の人間性を信じ込ませるものが、多くあります。真の礼拝者たらんとするなら、そうしたものとすべて手を切らなければなりません。そして、ここでは神を弄ぶこと、神を欺くことは不可能であること、そのようなものが自分にあるかぎり、神との交わりは不可能であることを、認めなければなりません。神はどのような方なのかという思慮によって、あなたは完全に支配されることになります。これ以外のことをするのは、きわめて敏感な人がいる所にやって来て、その敏感な人を苦しめる言動をするようなものです。もしあなたが音楽家、音楽の才能のある人なら――演奏したことがあるかどうかは関係ありません！――あなたに音楽の才能があり、高度な鋭い音感があったとして、もしだれかがあなたの居る所にやって来て、絶え間なく不協和音をかき鳴らし、弾いたとしたら、それがどんな苦しみかわかるでしょう。あなたは赤くなったり、青くなったりするでしょう。音にとても敏感な人を知っていて、あなたに特別な音楽の才能がない場合、もしあなたに良識があるなら、あなたはそのような人の前で演奏しようとは決してしないでしょう。私はある人のことを覚えています。その人はそこそこ上手なバイオリンの奏者で、バイオリンがとても上手な人の演奏を聴きに行きました。その人は後で私のところにやって来て、「私はバイオリンから足を洗うつもりです。二度と演奏しません。あの人が私の演奏を聴いたら、頭に来てしまうでしょうから！」と言いました。私の言わんとしていることがおわかりでしょう。要するに、主イエスはこのように神と同調しておられたのであり、彼が重んじられたのは神の性質だったのです。神は礼拝者に何を要求されるのでしょう？何らかの形式でしょうか？神を礼拝することは、罪に反対する証しとして放棄された命によりました。これを覚えておいてください！主イエスの死には様々な面がありますが、これはとても決定的な面です。主イエスの死は、罪に反対する証しとしてご自身の命を放棄することだったのです。


  罪があるかぎり、神との交わりは全く不可能だったでしょう。そして、罪が存在していたのです。罪に関して、あなたはどうするつもりでしょう？あなたは罪を清算することはできません。罪は死ななければなりません。しかし、罪は抽象的なものではないこと、人は罪となったことを理解しつつ、人性――そこからいわゆる罪を引き抜いたり、根絶したりすることはできません――を取り扱うには、罪の無い別の人性を持ち込まなければなりません。その時、私たちはどうならなければならないのでしょう？罪を引き抜いてもらうのではなく、死んでキリストに私たちの地位についていただかなければなりません。「私はキリストと共に十字架につけられました。もはや私ではなく、キリストです」。キリストの礼拝は、罪に反対する証しとして放棄された命によりました。


  これがアベルのうちに働いていたことがわかります。もちろん、アベルは自分の命を放棄しませんでした。この型はこの点で欠け目がありますが、原則は同じです。アベルの死は罪に反対する証しでした――「あなたの弟の血が叫んでいます……」。


  さて、この争いがわかります。この争いは明白です。そこにはカインの死の道があります。この道は礼拝、神に対する感謝、神へのささげ物、それ自身の領域では輝かしいもので満ちています。また、アベルの命の道があります。後者はささげ物という結果になります。物ではなく自分をささげます。そして、このささげ物は祭壇の上にあります。被造物は死ななければなりません。


  この戦いの領域


  （ａ）この戦いは二つの王国の間の戦いである


  さて、早速ですが、本題に入りたいと思います。この戦いは二つの領域で起きます。第一に、神からのものとサタンからのものが存在する領域で起きます。私たちはみなこれを知っています。これはこの敵意が働く最も単純で最も明確な領域です。つまり、これはすべての再生された神の子供が、この命を受けるやいなや移る領域です。主のものとなって、主の喜びで満たされ、それから、だれもがこれを大喜びで歓迎してくれるものと期待しつつ、この世の自分の仕事や生活圏に戻るやいなや、疑いの目を向けられて、雰囲気が怪しくなるのを、私たちはみな知っています。一言も話す必要はありません――敵意がそこにあります。大抵の場合、神の子供がこの世の中で動き回ると、一言も話していないのに、まさに敵対的・対立的雰囲気が生じます。これは想像ではなく、実在します。相手側の魂の命が強ければ強いほど、相手側は私たちの内にあるものをますます素早く察知します。何かがあるという結論に明確に達すれば達するほど、この敵意はますます明らかになります。つまり、単純で素朴な人々は、あなたのことを理解せず、あなたと同行することもできませんが、他方、強い魂の命を持つ他の人々から発するものをあなたに向けることもないのです。この外側の領域を私たちは知っています。その領域では、この敵意は明らかにサタンからのものと神からのものとの間のものです。これを辿る必要はありません。これはとてもよく知られています。


  



  （ｂ）人自身が真の戦場である


  しかし、この別の領域があります。この領域では内なる形で神からのものと自己からのものとの間に戦いが生じます。要点は、この領域、この戦いの真の領域は人自身である、ということです。ここで、この戦いは実際にきわめて激しく荒れ狂っています。外側の領域ではこの戦いは私たちと神の味方ではない者たちとの間の戦いですが、この外側の領域での違いを私たちの大半は直ちに理解するようになります。しかし、この戦いが内なるものになる時、それに処するのは遥かに困難です。この戦いが自分の内側に生じる時、それを受け入れるのはとても困難です。それを理解できないからです。私たちはこの戦いを自分の内側に見いだし、この戦いはまさに自分の内なる命によって始まったことを見いだします。それはキリスト・イエスにある命の法則の働きです。そうであることを知るのは、一面慰めです。状況が厳しくなる時、多くのとき、誘惑者はそれに関する自分自身の解釈を吹聴して、「すべてが間違っていて、そこに神からのものは全くない」と私たちに信じ込ませようとします。しかし真相は、神からのものがそこにあるからこそ、この戦いが生じたのであり、私たち自身が戦場になったのです。「肉の欲することは御霊に逆らい、御霊は肉に逆らいます。この両者は互いに敵対しているからです」（ガラ五・十七）。しかし、この戦いの中にあるこの二つのものとは何でしょう？さて、非常に幼稚で皮相的な答えは、もちろん、「それは肉と御霊、古い人と新しい人である」というものです。これは全くそのとおりなのですが、適切な答えではありません。この答えは事の核心を突いていません。この問題の核心を見ていただきたいと思います。これはきわめて重要です。この問題に関する洞察力に欠けているせいで、主の民の多くは無力化・無効化されており、混乱に陥っています。愛する人よ、真の戦いは魂と霊との間のものであることがわかるでしょう。


  さて、魂は肉であり、魂は古いアダムである、とは単純に言えません。これは完全に正しくはありません。注意深くなければなりません。もしそう言うなら、魂を殺す線上に乗ることになりますが、そうしてはいけません。魂自体は悪いものではありません。魂を持つのは悪いことではありません。魂を勝ち取らなければならない、と主は私たちに述べておられます。「忍耐によって、あなたたちは自分の魂を勝ち取ります」（ルカ二一・十九）。「私たちは退いて滅びに至る者ではなく、信仰を持って魂の救いへと至る者です」（ヘブ十・三九）。しかしそれでも、この戦いは魂と霊との間のものです。これから、堕落の性質がわかります。堕落とは魂が霊を侵すものだったのです。前の黙想では、人の魂への攻撃、すなわち、人の理性、願い、意志に対する攻撃に注目しました。そして、いかに人の理性、願い、意志が本来の立場から逸らされて、神から独立して活動・機能するようにされたのかを見ました。人には霊があります。そして霊によって、人は霊である神との交わりの中に入れられました。人は神を知りました。魂を通してではありません。この堕落していない状態では、人は理性を用いて神の御旨に関する結論に至ったわけではありませんでした。座して、神の願いを理詰めで割り出したわけではありませんでした。この堕落していない状態では、人は知覚し、感じ取り、直感的に理解しました。それで良心が起き上がって人を打ったのです。良心は魂の器官ではなく、霊の器官だからです。あらゆる問題の最終審判者であられる神を軽んじた時、人は神との交わりの器官を軽んじ、自分自身の魂に基づいて行動して、自分の霊を侵しました。人の中に生じたこの戦いは、それ以来ずっと続いています。人は自ら分かれ争う家であり、この家は立つことができません。あなたには、この一つのものの二つの面――魂と霊――があります。性質的に、人は今や本質的に魂の人です。新約聖書では、残念なことに、人は「天然の人」と呼ばれていますが、この言葉は「魂的な」人であることを皆が知っています。これは魂によって、すなわち、自分自身の理性、識別力、意志によって支配され、動かされている人のことです。これがありのままの人の型です。そして、この人に対して、新約聖書は霊の人、「霊的な人」を置きます。こうして、一人の人ではあるけれども二人であるこの人たちの間でこの戦いが生じます。この戦いは魂と霊、霊と魂の間の戦いです。神からのものと、私たちの考えに逆らう神の考えとに対する戦いです。（このような言葉を使ってもかまわなければ）神の理屈、つまり私たちの理屈に逆らう神の理屈に対する戦いです。私たちの意志に逆らう神の意志に対する戦いです。私たちの感情、愛情、願いに逆らう、神の感情、愛情、願いに対する戦いです。この二つのものが今や入り込みます。再生されていない人の中にではなく、再生された人の中にです。いま述べているのはキリストの外にいる人のことではなく、肉的な人のことです。肉的な人とは、その内にまだ肉が残っていて、肉によって動かされているクリスチャンのことです。


  さて、魂は肉が宿る所であることがわかります。肉は（肉体的な意味ではなく）霊的な意味では、邪悪なものだからです。それは自己意志、自己決定の座であり、サタンによって動かされています。これが肉です。肉は御霊に逆らって欲望を抱きます。新約聖書がどれほど肉を邪悪なものとして述べているかはご存じでしょう。肉は天然の魂の中に宿っています。新生によって再び生まれた霊は、神からのものを宿すための器となります。


  さて、この戦いが始まります。「そんなことはよくわかっています。おそらく、私はこれまでこれをこのように分析して説明したことはないかもしれませんが、それでもわかっています！よくわかっています！」とあなたは言うでしょう。しかし問題は、多くの人がまだこれをくぐり抜けていないことです。彼らはまだその中にいます。私たちはまだこの域に達していませんが、私は直ちに「この戦いが私たちの霊的生活全体にわたっていつまでも続くこと、私たちが始終この戦いの中にとどまることは、神の御旨ではない」と言うことができます。これについては別の時に話すことにします。


  神の命は御霊による歩みを要求する


  ここで、これまで述べてきたことを一句か二句に要約しなければなりません。ここでこれまで扱ってきた基本的問題のこの側面は、命の法則は肉や自分自身の魂による歩みではなく、霊による歩みを要求する、ということです。それが要求するのは自分の霊における神との天的合一であって、自分の考えにしたがった魂的な宗教生活ではありません。これがカインとアベルの違いです。ああ、たしかにカインは宗教的な人であり、礼拝者であり、その領域では良いもの、貴重なもの、高価なものを持ってきました。カインは、彼なりの流儀で、神が礼拝されるべきものであることを認めて敬虔でしたが、その理解力は暗くされていました。私たちの魂の理解力も同様です。私たちは生来、神の御思いを知りません。「天然の（魂的な）人は神の御霊に属する事柄を受け入れませんし（中略）それを知ることもできません。それらは霊的に識別すべきものだからです」（一コリ二・十四）。こういうわけでカインは、その熱心さ、礼拝、信心、神認識にもかかわらず、依然として暗くされた理解力の暗闇の中にありました。彼の判断はすべて的外れで、彼の考えはすべて間違っていました。彼は的を外しており、祭壇上では何も通用しませんでした。神はカインの供え物を尊重されませんでした。ユダヤ人はこの立場に立ちました。そして、その証拠として、カインが殺人を犯したように、ユダヤ人も殺人を犯しました。これを証明するには、魂的な礼拝者たちの礼拝、霊的でない宗教的人々の礼拝に異議を唱えてみなさい。そうするなら、何かが燃え上がることがわかるでしょう。彼らはそれに対する干渉、異議、接触に耐えられません。真の礼拝者、霊と真理の中で礼拝する者たちには、何でも自分が思うところを言ったり行ったりすることができます。そうしても、殺人の霊やその類のものは生じないことがわかります。アベルのように、そのような人は自分の命を放棄します。礼拝者、宗教的な人々の手にかかって命を捨てることすらあります。これがここに示されている魂的な人と霊的な人との違いです。


  さて、前に述べたように、私たちは信者や不敬虔な者を包含する輪よりも遥かに狭い輪の中にあります。愛する人よ、切り抜けて進み続ける命、神と神のものと神に受け入れられるものとの印影であり印である命は、霊の線に沿ったものです。死は、形式、礼拝、神認識、宗教といった外見上似通っているものをすべて持ち合わせていたとしても、死以外の何物でもありません。目標に達することはできませんし、進み通すこともできません。あなたはこう言うかもしれません、「ああ、きっと、あなたはとても大局的な話をしておられるのでしょう？あなたのお考えが私たちにはわかります。教会に行って形式的な祈りを唱える宗教的な人々のことでしょう」。いいえ、違います！私の言葉はたしかにそのような人にも当てはまりますが、私の念頭にあるのはそのようなことではありません。私はこれらの事柄を徹底的かつ完全に分けて、分類・整理しているわけではありません。私が述べているのは、これらの事柄は大抵の信者に重なるものであり、そのせいで命が制限されている、ということなのです。宣教士たちが二十五年、三十年の奉仕の後、宣教地から戻って来て、「すべては駄目になってしまいました。神の約束は私にとって灰燼に帰してしまいました！」と言うことがあるのはどうしてでしょう？率直に言わせてください。彼らはそうしており、中には私たちの知っている人もいます。これはどうしてでしょう？手応えがない、事が機能しない、神の御旨に至らない、ということで、とても多くの人が行き詰まって、事の正しさに関する疑問――もっとな疑問――を抱いています。どうしてでしょう？今、私は他の幾つかの問題を除外しています。肉体や神経の衰弱、意気消沈、憂鬱、時として入り込んで混乱を引き起こすこうした問題について、私はすべて承知しています。私が述べているのはそういうことではありません。私が述べているのは、霊的なものが効を奏さない領域、しかるべき神のしるしが無い領域のことです。多く注ぎ出し、多く与え、多くのことを行っているのに、その結果としての霊の命が実際には見あたらないのです。命が欠如しているのです！ああ、愛する人よ、私たちが神の懲らしめと訓練の御手の下にあって、自分の労苦の成果、自分の働きの結果が何もわからず、自分の感覚――自分の魂――に関するかぎり、すべてが隠され、暗くされ、ぼやけていたとしても、それにもかかわらず、私たちによって、また私たちを通して――私たちがそれを見たり感じたりしていなくても――復活の力によって命が絶えず働くこともありえます。そういうこともありますが、私が述べているのはそういうことではありません。私が述べているのは霊的に死んだ状態にある、命の欠如のことです。何が問題なのでしょう？その答えはカインとアベルにあります。それが示す解き明かしは、魂と霊の違いにあります。魂は悪いものではありませんが、それが支配することは別の問題です。もし魂に属するものが優位に立つなら、自己が優位に立つことになります。そして、働きは自分自身から出たものとなり、その力や活動は自分自身からのものとなって、自分の霊を通して働く神の力からではなくなってしまいます。


  こう述べたからといって、一瞬たりともだれも勘違いしないでください。霊の水準――そこではすべてが神から発し、自分自身からのものは何もありません――に生きる時、決して何もしなくなるわけではありません。働きや活動がすっかりなくなる、と多くの人々が考えています。唯一の違いは活動の種類です。活動が減るのではなく、別の活動をするようになるのです。それは別の活動であり、その結果、神のために自分で推進した活動全体よりも遥かに大きな益が生じます。隠れた深い所で、すべてが自己ではなく神に向かっていなければなりません。自己がなんと深く自分自身の魂の中に根ざしているのか、私たちは知りません。それが幾分わかるようになるのは、私たちがもはや行動できなくなる時、神が私たちの上に御手を置き、「一か月か二か月、行動するのをやめなさい」と言って、私たちに活動をやめさせる時です。その時、自分の行動の中に自己満足がなんと多く存在していたのかに私たちは気づいて、活動の停止と共にもはや満足できなくなります。私たちは満足を失い、何もその代わりになりません。主がしようとしておられるのは、物事や行為に関する私たちの満足を取り去って、ご自身が私たちの満足となることです。行動していてもいなくても、たとえ自分にできることが何もなくても、私たちは主を持っているので満足します。これがこの問題全体の最重要点であると私は確信しきっています。私たちに満足を与えるのは主ご自身であって、自分の働きではありませんし、その座や源が自分自身の魂の中にある何物でもありません。私たちには主があるので満足です。この境地に絶対的に達している人が私たちの中に一人でもいるでしょうか？いません。私たちは依然として忍耐して、自分自身の魂を勝ち取らなければなりません。神が唯一の満足となるいっそう高い境地に、私たちの魂は依然として導かれなければなりません。多くの苦い涙を通して、私たちはその境地に達するかもしれません。しかし、この境地に達する時、涙は拭い去られます。涙はどこかに到達しようとすることと関係していることがわかります。到達する時、涙は全くなくなります。「神がすべての涙を拭い去るには、とても大きなハンカチが必要ね」と言った少女は、涙を拭い去る方法に関して間違った考えを抱いていたのです。涙は諸々の過程と関係しており、涙が拭い去られるのは到達した結果にほかなりません。涙は過ぎ去ります。「忍耐によって、あなたたちは自分の魂を勝ち取ります」。


  照らしの必要性


  しかし、理解力を照らされる必要があります――「あなたたちの心の目が照らされて」――理解力を照らされる必要があります。そのとき、カインの道のような魂の道、つまり、神への献身や神への感謝はあっても、魂が依然としてすべてを自分に引き寄せる道の代わりに、霊にある生活を送れるようになります。カインはそうだとは認めようとしなかったでしょう。魂の命がすべてを自分自身に集めつつあるとは、認めようとしなかったでしょう。だれにとっても、これを受け入れるのはきわめて困難です。しかし、これが魂の性質です。霊はその正反対です。霊――すなわち新しくされた霊――は常に神に向かいます。主イエスはその魂を死に至るまで注ぎ出して、その霊を神にお委ねになりました。


  これは黙想の新たな領域に触れます。そのようなものである魂の命は下位になり、霊の命が上位にならなければなりません。魂の命が支配するかぎり、そこには死があります。多くの感情、感興、嘆願、活動があるかもしれませんが、その結末は死です。霊的な命、霊の命が支配するかぎり、そこには命があり、「キリスト・イエスにある命の霊の法則」があります。


  さて、技術的なことや、この言葉の細かい表現方法について悩んだりせずに、「結論を理解できるようにしてください」と主に求めてください。この命を持つ者として、私は二つのことを自覚しています。内側に戦いが生じるのは、この命の必然的結果です。この戦いの性質を私はもっと知らなければなりません。私の理解力が照らされる時、これは魂の側につく私自身と霊の側につく私自身との間の戦いであることがわかります。これは私自身の魂と私の内にある神からのものとの間の戦いです。これは自ら分かれ争う家であり、立つことはできません。遅かれ早かれつぶれる運命にあり、私たちはこのように分裂した家がつぶれるのを至る所で目にしています。これは神の御旨ではありません。脱出の道があります。主の御旨なら、後でその道が何かを見ることにします。しかし、ここでその事実がわかります。御霊の中を歩くこと、御霊によって歩くこと、事物ではなく神を自分の命とすること、自分自身から行動しないことができるよう、神に求めようではありませんか。なぜなら、この天然の命は偽りの命であり、欺かれているがゆえに欺くものだからです。しかし、御霊の命は真実であり、命である御方は真実です。御霊は命ですから、御霊は光でもあられます。御霊は光ですから、御霊は命であられます。


  


  この意味を明らかにしてくださるよう主に求めましょう。


  



  第三章 ノアと命の法則


  この黙想を進めていくにあたって、あなたたちに示したい基本的性格の御言葉が他に二つあります。一つは一ペテロ三・二〇～二一です。


  
    「……昔、ノアの時代に箱船が用意されつつあった時、神は忍耐して待っておられました。その箱船に乗り込み、水によって救われたのは、わずかに八名でした。この水はバプテスマを象徴するものであって、今や私たちをも救うのです。それは、イエス・キリストの復活によるものであって、肉の汚れを除くことではなく、神に対する正しい良心の応答です。」
  


  私たちの今の黙想にとって決定的に重要なこの文脈から切り離さずに、私はこの御言葉の後半の部分「それは、イエス・キリストの復活によるものであって（中略）神に対する正しい良心の応答です」を強調したいと思います。


  次に、きわめて馴染み深いローマ六・三～八の御言葉に戻ることにします。


  
    「あなたたちは知らないのですか？私たちがイエス・キリストの中へとバプテスマされたのは、彼の死の中へとバプテスマされたのです。ですから、死の中へとバプテスマするバプテスマによって、私たちは彼と共に葬られたのです。それは、キリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえらされたように、私たちもまた命の新しさの中を歩むためです。なぜなら、もし私たちが彼の死の様の中に共に植えられているなら、彼の復活の様にもあずかるようになるからです。私たちはこのことを知っています。私たちの古い人が十字架につけられたのは、罪の体が滅びて、私たちがもはや罪に仕えないようになるためです。なぜなら、死んだ者は罪から解放されているからです。今、もし私たちがキリストと共に死んだのなら、また彼と共に生きるようになると信じます。」
  


  正しい良心の基礎


  今、命の法則の働きを説明するために、神によって用いられた三番目の人物であるノアに移ることにします。この人々の一人たりとも、他の者たちや残りの者たちから切り離したり分けたりできないことは、すでに見ました。彼らはみな重なっており、成長して他の人に至り、また、他の人から成長します。私たちは実際のところ一本の鎖、七つの輪からなる鎖の中にあることがわかります。この書を手に取る時、死の道のこの鎖の輪がはっきりとわかります。「彼らの目が開かれた」（創三・七）これがこの鎖の第一の輪です。第二の輪は「そして、カインは主の御前から去った」（創四・十六）です。第三の輪が直ちに続きます、「主は人の悪が地にはびこり、すべてその心に思いはかることが、いつも悪い事ばかりであるのを見られた。（中略）そして神はノアに言われた、『すべての肉が滅びる時が来た。地は彼らによって暴虐で満たされたからだ。見よ、わたしは彼らを地と共に滅ぼす』」（創六・五、十三）。さて、この三章七節から何が起きたのかがよくわかります。彼らの目が開かれた、と述べられています。これは良心が生じたこと、そのときやましい良心も生じたことを意味します。その時まで、良心は支配的器官ではありませんでした。しかし今、良心が生じました。そしてそれはやましい良心だったので、彼らはあのように行動して隠れました。アダムと共にやましい良心が生じました。アダムと共に生じたこの誤りは治癒されなければならないことを、私たちは見なければなりません。やましい良心から解放されて、正しい良心から神に応答しなければなりません。


  アダムの種族自身は正しい良心によるこの応答を全くすることができません。天然の人の中で良心がどのように働いたとしても、それは常に罪定めの下にあることを露呈します。なぜなら、天然の人の中では、良心の働きはたいていの場合、訴えるか弁解するかのいずれかだからです。この両方とも同じように罪定めの下にあることを示します。良心のとがめと、人は正しい良心から神に応答できないことは、神に関するかぎり、人は死んでいること、神に対して死んでいることを意味します。正しい良心から神に応答するには、天然の立場とは全く別の立場である生ける立場、命の立場の上にある必要があります。だから一ペテロ三・二一では、イエス・キリストの復活による、神に対する正しい良心の応答について述べているのです。さて、これにノアは私たちを導きます。ここで私たちは、正しい良心から神に対して応答することと結びついている命の問題に直面します。なぜなら、命と正しい良心、つまり、神に対する正しい良心と命とは同行するからです。同じように、やましい良心と死も同行します。


  黙想の一つ前に戻ってアベルを見てごらんなさい。アベルの場合、この問題は十字架の死の面と関係しています。アベルとそのささげ物について黙想した時に見たように、アベルは次のように判断して結論を下しました。すなわち、アダムの不従順の後、神の満足のために天然の何ものも持ち込むことはできず、命の唯一の道は死による、と。被造物は死ななければなりません。魂は死へと注ぎ出されなければなりません。カインがしたように、その働き、成果、善を持ち込んではなりません。ですから、アベルは十字架の死の面を表しています。十字架で魂は死へと注ぎ出されます。


  さて、ノアに来る時、私たちは普遍的死の状況を見ます。死が視野のほとんどを占めます。それにもかかわらず、ノアの事例を支配しているのは積極面です。これを認識することがとても大切です。ノアの場合、すべてが水の中に沈んだにもかかわらず、最も重要なのは死の面ではありません。ノアの場合、支配的なのは命の面、積極面です。


  ペテロが述べていることを再び示すことにしましょう。


  
    「ノアの時代に箱船が用意されつつあった時、神は忍耐して待っておられました。その箱船に乗り込み、水によって救われたのは、わずかに八名でした。この水はバプテスマを象徴するものであって、今や私たちをも救うのです。それは、イエス・キリストの復活によるものであって、肉の汚れを除くことではなく、神に対する正しい良心の応答です。」
  


  これは積極面、命の面であることがわかります。これはすべてあるもの、つまり、復活、命を見せています。復活、命は、古いアダムの天然の命、魂の命を拒否した時だけ存在しえます。これがノアの証しの一つの面です。神は常に積極的な線上で最終的に働かれます。神は「すべての肉が滅びる時が来た。（中略）わたしは彼らを地と共に滅ぼす」と恐るべきことを仰せられる一方で、それでおしまいにすることは神の御旨ではありません。神は積極的な線上で働いておられます。神は、当初の御旨に適うものを確保するために、再活動されます。神は御旨を放棄して、「わたしは意図したように行うことが全くできない。人のせいで、わたしが心に定めたことを成し遂げるのは不可能である。わたしは敗北し、望み無き状態にある。すべてを一掃して、やりなおそう」とは仰せになりません。神は決してこのような方ではありません。地を清めるためにどんな手段に訴えたとしても、神は別の何かのために地を清めておられるにすぎません。神は積極的な目標をもって活動しておられ、再活動しておられます。さもなければ、神は何度も何度も敗北することになります。望みなき無力な神は歴史を通して無益な試みをしてきたのであり、この宇宙で最大の失敗はイエス・キリストの死だったことになってしまいます！しかし、主イエスの死はこの宇宙で最大の神の勝利だったことを私たちは知っています。主イエスの死は新創造のために地を清めました。神は常に積極的な線上で働いておられます。しかし、神が拒否されたものを拒否しないかぎり、決して積極面に至れず、決して命に至れません。神は、人を支配するものとしての天然の命、人の魂の命を拒否されました。これはどうしてでしょう？前に見たように、アダムの違反と堕落以降、人の天然の命、魂の命は偽りの命だからです。カインによってこれは大いに明らかにされています。


  天然の魂の命は偽りの命である


  ここで前の黙想で述べたことを再び強調しなければなりません。カインはとても宗教的な人です。彼なりのやり方でとても信心深い人であり、神を礼拝の対象として理解・認識していました。自分の労働の成果である畑や木々の実を見渡した時、彼はおそらく最善のものを摘み取り、最も完全なものを選び、何が神に相応しいのかに関する自分の最高の判断にかなう供え物をささげました。私たちはそのことのゆえに彼を誉めるかもしれませんが、彼がまさにそうした公算がきわめて高いと思います。彼は携えうる最高のものを持って来て、そうやって神を礼拝しようとしました。そして、その線に沿って命を求めました。しかし、彼の魂は暗くなりました。魂から出たあの行動、魂から出たあの力、あの動き、あの命、あの天然の命は、偽りの命だったことがわかります。この偽りの命が彼を誤導し、欺きました。そして、神に関するかぎり、何の出口も脱出路もない袋小路に至る道に彼を進ませました。それは偽りの、欺かれた命の導きであり、私たちのこの天然の命も同様です。それは偽りの命、欺かれた命であり、たとえ礼拝しているときでも私たちを欺きます。礼拝中、私たちは恍惚状態になりかけるかもしれませんし、大いに感情的になるかもしれません。礼拝中、真の苦悩らしきものがあるかもしれません。私はそのようなものを見たことがあります。私は聖体祭や他の時に、南ヨーロッパや地中海沿岸の大聖堂や教会の中に入って、人々が苦悶せんばかりの姿で床の上に広がっているのを見ました。聖体が上げられた時、人々はうめき、汗をかかんばかりでした。しかし、その半時間後には、路上で互いにナイフを使って喧嘩していたのです。これは偽りの命、欺かれた命であることがわかります。もちろん、これはその極端な表れですが、もっと別の形でこの同じものを見ることができます。誠実だからといって必ずしも本物とはかぎりません。私たちは識別しなければなりません。私たちは良かれと思っているかもしれません。カインもそうでした。しかし、彼は殺人を犯しました。私たちのこの命は欺かれた命であり、礼拝している時でも私たちを欺いて、徒労に終わらせます。


  いわゆる神への奉仕においても、私たちは自分自身の情熱、自分自身の熱心さ、自分自身の熱意で奉仕して、奉仕に打ち込んでいるのであって、神の御霊の力と活力――神に仕えるのはただこれによってでなければなりません――で奉仕しているのではないかもしれません。さて、聖霊が私たちを捕らえる時、私たちは物事に打ち込まなくなる、と述べているわけではありません。たしかに、聖霊が私たちを捕らえるとき、聖霊は私たちを用い尽くされます。なすべきことは何でも全力を尽くすよう、主は要求されます。力を尽くし、知性を尽くし、心を尽くして主に仕えるよう、主は要求されます。そうなのですが、聖霊が指導し、推進し、支配する責任を担わなければなりません。さもないとすべてが無駄になり、私たちは主に仕えようとして欺かれて、徒労に終わってしまいます。問題は、この源が何かということです――私たち自身でしょうか、それとも主でしょうか？神から出ているのでしょうか、それとも何が神のためであるのかに関する私たち自身の判断からにすぎないのでしょうか？さて、ここで理解力を照らしてもらう必要があります。ここで事をそのあるべき所に置く必要があります。この天然の命は神に辿り着けません。それゆえ、霊的成熟に決して達しません。神のための働きにきわめて精力的に取り組んで、自分の力を徹底的に用いている人々が、依然として神を知る霊的知識をほんのわずかしか持っていないのは、奇妙なことではないでしょうか？私たちのこの魂は私たちを霊的成熟、神を知る現実的な正しい知識に決して導きません。主を知る知識において成長すること――これがすべての試金石です。自分がどれだけのことをしてきたのか、自分がどれほど誠実で熱心だったのかは、最終的問題ではありません。長い目で見て大事なのは、自分がどれだけ主を知っているのか、自分が主を知る知識においてどれだけ成長したのか、自分の霊的知性がどのように増し加わったのか、ということです。これこそが重大な問題であり、これは命、神の命の問題です。


  洪水はカインの道の上に下された判決でした。この鎖の第二の輪は、前に述べたように、「そしてカインは主の御前を去って、ノドの地に住んだ」です。その後、何が起きたのでしょう？彼は文明を起こしました。そこに何が記されているのかに注意してください。町々、貿易、芸術、産業といった人間生活の様々な面がすべてカインから出て来たことがわかります。カインは文明を築き、自分自身の種類にしたがった世界を生み出しました。天然の命、魂の命、魂の世界です。神からではなく彼自身から出た世界です。洪水がカインの道、天然の栄光の世界、神から離れて人が生み出した豊穣な世界の上に下された神の判決でした。ですから、命の法則はこの線――死の道――ではなく別の線に沿って、洪水をくぐり抜けた復活の立場という反対側の立場の上で働くことがわかります。


  真実な安定した立場の重要性


  さて、天然の命を拒否することを前提とする復活の立場を離れるなら、必ず直ちに命は阻まれて、死がそれに乗じます。私たちは天然と手を切って、天然の立場を自分の希望、確信、信用、期待の立場とすることをやめなければなりません。私たちは一度かぎり永遠にこれに決着をつけなければなりません。しかし、自分自身の天然とのこの恐るべき戦いを終わらせてこの問題に決着をつけるには、なんと長い時間がかかることか！私たちは何であれ天然のものに少しでも期待を抱いているでしょうか？もちろん、この教理になじんでいるあなたは、「いいえ、決して！」と言うでしょう。それが実を結ばない無益なものであることを私たちは理解しています。そこに何の希望も抱くことはできません。それなら、自分自身の内に何の善も見つからないからといって、どうして惨めな気持ちになるのでしょう？これは、自分からのものにあなたが期待していることを意味します。この立場を取ることは死の立場を取ることです。もしあなたが復活の立場を取るなら、それは自分自身から何らかの善が生じるのを期待することを一度かぎり永遠に全くやめることを意味します。ああ、これに決着をつけなさい。悪魔に関して決着をつけなさい。なぜなら、これは私たちにとって重大な争点であるだけでなく、サタンの根拠でもあるからです。この鎖の各々の輪、この命の法則の各面は、サタンの働きを覆します。サタンが魂を支配的な誤った地位に置いた以上、サタンの根拠を除くために、魂の命は注ぎ出されなければなりません。


  自分の霊的生活にいつも問題を抱えていた農夫の話を聞いたことがあるでしょう。その問題は、サタンがいつも彼のところにやって来て、「お前は赦されておらず、キリストにある真の信者でもない。お前は本当に救われてはいない」と彼に言うことによって引き起こされたものでした。ほぼ毎日、この訴えによって彼は落ち込み、ついに生活に耐えられなくなりました。ある日のこと、この訴えとその下で落ち込む惨めな気持ちのせいで、もはや進めなくなって、彼は座り込んでこの問題と対峙しました。彼は神の御言葉を前にして自問しました。彼は言いました、「私は神の御言葉を受け入れているだろうか？それを信じているだろうか？もちろん、心を尽くして信じている。それなら、神は『あなたは赦されている』と仰せになっている。神は、『それゆえ今や、キリスト・イエスを信じる者は罪に定められることはない』と述べておられる」。そこで彼は、サタンがたびたび自分と会った畑に出て行きました。そして一本の杭を取り、それを地面に深々と突き刺して、「これで一件落着だ！」と言いました。それから、畑作業を続けました。彼が反対側に着くと、サタンが戻ってきて彼を再び試みようとしました。彼は言いました、「ここを見るがいい、サタンよ、私についてこい。あの杭が見えるか？あそこにこの杭を立てた理由をお前はわかっているだろう。私があれを立てたのはこの問題に一度かぎり永遠に決着をつけるためである。神がこれを語られ、私はそれを信じて受け入れた。この問題はこれで終わりだ！」。


  サタンと討論してはなりません。既成事実を指摘して、そこにとどまりなさい。あなたの事実から離れてはなりません。もし復活の立場とその意義から離れるなら、それは死です。天然の命を何の希望もないものとして拒否したことを意味する復活の立場にとどまりなさい。あなたはキリストが希望、確かな希望、唯一の希望であることを見ました。この立場を保ちなさい。そうすれば、キリスト・イエスにある命の霊の法則は罪と死の法則から解放します。これが命の法則が復活の立場に基づいて働く方法です。これ以外の立場では、正しい良心は得られません。これをあの農夫は、サタンの側に行ってサタンの言うことを受け入れた時、はっきりと知ったのです。


  ノアは天然の命の空しさ、空虚さ、不毛さを永遠に証しします。その証しは実際的証しです。彼が天然の命の空しさを証ししたのは、それから逃れるために箱船を建てることによってでした。それがノアにとっては、天然の命から逃れる命の道でした。キリスト・イエスにある命の法則は、私たちが天然の外側で霊の中にあることを前提とします。さもなければ、この法則は私たちのための法則ではありません。私たちにとって何の意味もなく、私たちに関しては働きません。命の法則は、私たちが天然の命の外側にいてキリスト・イエスの中にあることを前提とします。


  区別の喪失に反対する証し人であるノア


  さて、もう少し詳しくノアについて調べることにします。ノアの時代の顕著な特徴の一つは、清いものと清くないものとの間の区別の喪失でした。創世記六章二節に神秘的な記述があります。「神の子らは人の娘たちを見て（中略）選んだ者を妻に娶った」。最後の句「彼らは選んだ」はとても示唆的です。この記述の最初の部分の説明に立ち入ることは慎重に避けつつ、その上辺を解釈することにしましょう。ここに神の系統に連なる者たちがいます。こう述べるにとどめることにします。神の系統に連なる者たちと神の系統に連なる者ではない者たちとがいます。神の子らと人の娘たちがいます。両者は混合し、区別は失われていました。神に属するものと神に属さないものとの間の区別は失われていました。両者はいっしょくたにされて、一つにされました。これが結婚の意味です。しかし、そうなるように導いたのは何だったのでしょう？「彼らは選んだ」。ここで魂が働いていることがわかります。神に属するものと神に属さないものとをわきまえずに、魂は願い、そして選びました。この原則がわかります。これを少し取り上げて、保持し、考えていただけないでしょうか。魂が働いています。願いは魂の感情の面であり、選ぶことは魂の意志の面です。神に属するものと神に属さないものとを区別せずに、願い、選んだのです。これこそまさに天然の命の流儀であり、まさにカインによって例証されているものです。天然の命は物事をまぜこぜにします。神に属するものと神に属さないものとを認識して見分ける力はありません。この二つを一緒にしてしまいます。今日、これがキリスト教の悲劇であり、いわゆる「教会」の悲劇であり、主の働きの悲劇です。これらのものがみなまざってしまいました。神に属するものが人の手に渡って、人が神の事柄の中に乗り込んでいます。これはみな、魂と神の事柄との混合です。


  さて、これがノアの時代の状況の顕著な特徴でした。そして神が最も忌み嫌われるのは混合です。混合に立ち向かう、と神ご自身が御言葉の中で示しておられます。神にとっては、光があり闇があり、死があり命があります。神が御旨を達成される時、命の水の川は水晶のように透明であり、何の暗さも見あたりません。新エルサレム、聖なる都は碧玉のように澄んでいて透明です。これはみな神にしたがっています。「神は光であって、神の中に暗闇は少しもありません」。神は徹底的であり、混乱を憎まれます。神は混乱の神ではなく、混合に耐えられません。神は常に、これかあれかである！と仰せられます。「あなたは冷たくも熱くもないので、わたしはあなたをわたしの口から吐き出そう」（黙三・十六）。神は混合に吐き気をもよおされます。それがここでは優勢になっていました。天然の命が神聖な事柄をごちゃまぜにしていました。これによって混乱、裁きがもたらされました。これが死の道です。命の霊の法則は徹底さを要求します。さもなければ、働くことができません。命は、神のように絶対的に明確で、まぎれのない、透明なものの線に沿って進みます。命は混合を容認できません。


  ここで、この命の欺きが神の裁きを招いたことがわかります。欺きとは何でしょう？この欺きは多くの形で働きます。しかし、魂に関するかぎり、次のような形で働くことがありえます。すなわち、どんな問題でも自分自身の意見に断固として固執する、という形です。自分自身の判断以外のどんな判断にも喜んで従おうとしないのです。最初から最後まで自分でやり通します。問題を自分で引き受けて、その問題に関する他人の判断を受け入れる用意がありません。もしだれかがそういう有様なら、その人はとことん欺かれていると考えられます。


  ノアの証しは本質的に復活を含む


  さて、しめくくらなければなりません。ノアについて注目すべき二つの点があります。彼は義人であり、神と共に歩んだ、と述べられています。義人として、彼はアベルの特徴を持っていました。アベルは義人であるとの証しを得ました。また、神と共に歩んで、エノクの特徴も持っていました。エノクは神と共に歩みました。このどちらもあなたを直ちに復活の立場にもたらして、ノアが何を象徴しているのかを示します。御言葉が述べているように、もしノアが義人であるなら、その義はどこにあるのでしょう？主イエスの復活の立場以外にありません。私たちは彼の命、つまり復活の命によって義とされます。イエス・キリストの復活は神ご自身の御業であって、罪と咎はすべて対処されて取り除かれたことを証しするものでした。この立場に基づいて私たちは義とされます。それは彼の義、私たちに与えられた神の義によります。これは神と共に歩む命です。誰が神と共に歩めるでしょう？復活の立場の上にない人、その意味で神の御前に義でない人は、だれも神と共に歩めません。


  このように多くの方法でこの要点を強調し続けることができます。ノアが象徴しているのは積極面、復活です。また、命の霊の法則は復活の立場に基づいて働きます。これは、私たちが天然の命の他のすべての立場を離れて、キリストにあって外に出たことを意味します。その年月のあいだずっと、ノアは地上の物事の外側にあることを物語る働きに従事しました。その年月のあいだずっと、ノアは箱船を建造していたからです。毎日、彼はこの事実――自分はこの中にいないこと、外に出て行くこと、これを拒否すること――を強調し続けました。私について霊的に言えることが文字どおり起きる時が来ようとしています。これがまた私たちの立場でもあります。私たちもまた、霊的に外に出ています。そして、私たちに霊的に言えることが文字どおり起きる時を待っています。私たちは外に出て行くでしょう。しかし、キリストは外に出ておられます。復活の命は、私たちが地上の物、天然、この世、自分自身の外に出たことを意味します。ノアは箱船と共に絶えずこのこと――外に出ること、常に出ること――を証しします


  しかし、そうであっても、霊的に外に出ているにもかかわらず、依然としてそのような状況に取り囲まれて、それによって悩まされ、煩わされ、天然の命によって圧迫されているわけですが、これには多くの忍耐が必要です。「忍耐によって、あなたたちは自分の魂を勝ち取ります」。


  もう一度強調させてください。これは復活の立場の上に立つことを意味します。これがローマ六・三～八を読んだ理由です。それが示しているのは死を通して「外に出る」ことです。ローマ六章と一ペテロ三・二一を結び合わせてください――水を通して救われて復活の立場の上に導かれます。キリストの死の様の中に植えられて、私たちはまたキリストの復活の様の中にもあるようになります。八人（八は復活の数字です）が水を通して救われました。「この水はバプテスマを象徴するものであって、今や私たちをも救うのです。それは、イエス・キリストの復活によるものであって（中略）神に対する正しい良心の応答です」。私たち全員が完全な正しい良心を持つことは大いに可能です。幸いな状況です！あなたは正しい良心を持っているでしょうか？あなたは訴え、罪定めの下にあるのでしょうか？自分の心が悪いことを思い悩み、心配しているのでしょうか？これは、あなたが正しい良心によって神に応答していないことを意味します。何が問題なのでしょう？あなたは依然として天然に、自分自身に何かを期待しているのです。あなたは諦めた方がいいのです。なぜなら、それを拒否することが唯一の脱出の道だからです。「自分の中には、つまり自分の肉の中には、何も良いものが宿っておらず、自分はそれに何も期待しない」と自分自身に向かって、また悪魔に向かって告げなさい。悪魔はこれを知っていますが、それにもかかわらず、あなたを無理な探求の旅に就かせようとします。その旅で目当てのものは決して見つからないことを悪魔は知っています。このような方法で悪魔はあなたを煩わせます。ですから、主の立場に立って、悪魔をやっつけてはどうでしょうか。あなたの杭で追い払いなさい。自分自身の中には決して何の良いものも見つからないことを決着済みにしなさい。良いものはすべて別の方の中に、私たちの主イエスの中にあります。これがキリスト・イエスにある命の霊の法則です。主よ、その意味をすべて説明してください。


  



  第四章 アブラハムと命の法則


  



  聖書朗読：ローマ八・二、ガラテヤ二・十九～二〇


  



  命の七重の法則の次の面がアブラハムによって示されています。創世記十六章の最後の方で私たちはアブラハムに出会います。


  ノアによって示されている命の法則のその面について述べた時、復活の立場の上に立つ必要性について考慮しました。復活の立場は、天然の立場をすべて拒否したことを意味します。そして、私たちは洪水すなわち死のバプテスマの向こう側にあることを意味します。ですから今、私たちは復活の立場の上にあると見なすことにします。復活の立場にあって、私たちはアブラハムと手を組みます。そして、アブラハムに私たちを導いてもらって、命の働きの次の点が何かを告げてもらいましょう。


  キリストにある命は信仰の命である


  ここで、一言で言うと、命の法則は信仰と結びついていることがわかります。ノアを通して復活の立場に達する時、私たちは必然的に信仰の立場の上にあります。これをすぐに理解するのは結構なことです。復活の命について黙想するのはとても素晴らしいことです。このような考えにだれもが応じてくれるでしょう。これを受け入れるのに何の異論も困難もありません。しかし、理解しておいてください。復活の命は必然的に信仰生活と不可分に結びついているのです。信仰の道筋以外で命を知ることは決してできません。命が増し加わるのは信仰の道筋によります。この二つは同行します。一方は他方から生じます。


  ノアについての黙想で最後に強調したのは、「外に」というささやかな言葉でした。箱船建造におけるノアの証しは、彼がその状況の領域の外にあるということでした。彼は脱出法、外に出る手段、方法を確保しつつありました。箱船を建造することによって、彼は事実上、「私はこの中にはいません！この外にいます！」と宣言していたのです。ですから、アブラハムに関する最初の言葉が、「あなたはそこを出なさい」と主が言われたことであるのも驚くにはあたりません。これはみな一つながりです。


  しかし、外に出て復活の立場に達することは、外に出て信仰の立場に達することを意味します。ノアは復活を象徴し、アブラハムは信仰を象徴します。「あなたはそこを出なさい」！命自体が信仰の命です。生活方法について述べているのではなく、命自体が信仰の命であると言っているのです。信仰――神の御子の信仰――は命です。もちろん、これは深遠な発言ではありません。これがいかに単純で初歩的であるかは、これを裏返してみさえすればわかります。信仰から出ていないものは何であれ、常に死の性質を帯びています。疑いは死であり、不信仰は死であり、信頼の欠如は死であり、そのような類のものはすべて死です。疑問、論争、単純な信仰に欠けるものは何でも、私たちを停滞させ、停止させます。それは死です。ですから、命の法則がアブラハムの内に信仰の線に沿って働いているのがわかります。その信仰は絶えず深く深く働いて、ますます豊かな命を生み出します。この二つは同行します。信仰が深まれば深まるほど、ますます命は強まります。同様に、命の度量のさらなる増加は、より深い信仰を意味します。


  ここでまた、アダムの悪を覆していることに気づきます。アベル、ノア、アブラハム、その他の人々、そのどの場合も、神は過去に遡って働いておられます。神はアダムの悪を覆しておられます。アブラハムに来る時、不信仰という基本的罪に対する神の勝利を彼に見ます。この人々は真なる方を指し示す人々です。キリスト・イエスの内にすべては集約されています。象徴的・典型的形でではなく、生き生きとした実際的な形でです。アダムを欺いて堕落させたサタンの勝利は完全に覆され、完全に無効化されました。キリストが現れたのは悪魔の業を滅ぼすためだからです。しかしこの箇所においても、悪魔の働きが象徴的な形以上の形で滅ぼされつつあることをそれは意味することがわかります。神は状況の成り行きを覆し、アダムの過ちを無効化し、状況を正されつつあります。


  さて、アブラハムを見て、その生涯を二、三の包括的言葉でまとめなければなりません。アブラハムの全生涯を網羅するつもりはありません。その概略すら網羅するつもりはありません。しかし、この信仰の生活の主要な要素をいくつか抜き出すことはできます。


  命の賜物は神からであり、全く神のためのものである


  第一に、これはただ神と共に出て行く問題でした。これがいわゆる「アブラハムの召し」に関する神の意味だと思います。「主はアブラムに言われた、あなたの国、あなたの親族、あなたの父の家から出て行きなさい」（創十二・一）。あなたの国、あなたの親族、あなたの父の家！神の主権により、アブラハムは命の器となるよう選ばれました。型として、絵図としてです。この命、いま述べているこの命は、ただ神だけのものであり、全く神のために生かされねばなりません。これ以外の関係の中では、それを握ることも用いることもできません。それはそのように用いられることを拒みます。神の命は、神以外のものと関係を持たされることを拒みます。そのようにされるやいなや、あるいは、そうさせようという試みがなされるやいなや、この命は停止し、この命が宿っている器も停止してしまいます。これがまさにアブラハムに起きたことです。神は「あなたの国から出て行きなさい」と言われましたが、「あなたの親族、あなたの父の家から出て行きなさい」とも言われました。これは包括的、総括的なことであり、完全かつ決定的なことでした。アブラハムは信仰の最初の一歩を踏み出しましたが、二歩目と三歩目は踏み出しませんでした。彼は親族と父の家を連れていたので、あまり遠くへは至りませんでした。彼は停止してしまいました。そして、神の要求の残りが成就するまで、あるいは少なくともその大半が成就するまで、そこにとどまりました。その後、アブラハムは進み続けました。しかしそれでも、これから見ることになるように、彼は神の御旨の中に完全に進んで行ったわけではありません。あなたには要点がおわかりだと思います。


  新生によって神の子供の内にあるこの神聖な命は神の命であり、それ以外の何物でもありません。この命を他の何物とも関わらせることはできません。これは他の物と共には働きません。これが働くのはただ神と関係があるときだけです。神の御思い、神の御心、神の御旨と関係があるときだけです。この命は神の完全な御旨に私たちを導きます。そうである以上、この命は全く神のためでなければならず、それ以外の関係はすべて引き下がらなければなりません。この命にそれ以外の関係を持たせてはなりません。この命はたんなる抽象的なものではないことがわかります。この命はキリスト・イエスの中にあり、聖霊の御手の中にあります。確かに、これらを分離することはできません。この命をこのパースンから、この神聖なパースンから分けることはできません。キリストは命であり、聖霊は命の霊です。ですから、この命に処することは聖霊に処することであり、キリスト・イエスに処することでもあります。そしてこれは、神のまさに本質であるこの命には、独自の特徴、独自の形体、独自の意義、独自の標準、独自の目的があることを意味します。この命には独自の気質、独自の理屈、独自の方法があります。この命は、それ自身の方法、それ自身の意義、それ自身の気質を持つものであり、そのようなものは他にありません。この命は自分の道を行きます。他の方法、他の気質はみな、確かに別物であり、全くの別物です。これらのものの間に往来はありません。「わたしの思いはあなたたちの思いとは異なり、あなたたちの道はわたしの道とは異なる」と神が言われる時、「天と地が隔たっているように、あなたたちの道や思いはわたしの道や思いから隔たっている」と神が言われる時、それは、「わたしの命は、その気質、判断、理屈、特徴、性質があなたたちとは全く異なるものであり、あらゆる点で異なる、全くの別物なのです」の言い換えにほかなりません。


  では、その効果は何でしょう？これは、それは天然から出た何ものとも共存したり交わりを持ったりできないことを意味します。それは、私たちのこの別の命、私たちのこの性質と、何の交わりも持てません。天然の命は神の命の友たりえず、神の命は天然の命の友たりえません。これらは二つの別世界の中にあります。人の天然の命、魂の命はサタン的要素と関係しており、神の命は神的要素と関係しています。これらの命は二つの全く別の王国です。さて、この神の命はそれ自身の道とそれ自身の関係を要求します。この神の命は全く神から出ているものを要求します。「あなたの国、あなたの親族、あなたの父の家」という句に、私は天然的関係や天然的影響を示唆するものを見ます。神は私たちの内のご自身の命があるところにそのようなものを許すことはできません。パウロは、「神が御子を私の内に啓示することをよしとされた時（中略）直ちに私は血肉にはかることなく」（ガラ一・十六）と言いました。それは神の事柄に関する人の影響や天然の影響だったことでしょう。これがこの箇所の原則です。天然に関するかぎり、神と共なるこの命は全く独立していなければなりません。


  さて、もちろん、こう述べるには注意が必要です。なぜなら、独立の悪について私たちは多くの事を述べてきたからです。私が全く別の領域の中で話していることが、おわかりになるでしょう。これをはっきりさせたいと思います。まず第一に、霊的独立の性質を帯びているものはすべて間違っています。私が述べているのは主の民の間でのことです。それは神の団体的法則――これはまた命の法則でもあります――を破ります。また、私は霊的なものの影響について述べているのではありません。私たちには霊的影響、霊的関係が必要であり、互いに助け合う必要があります。この事では決して独立してはなりません。他の人々の内にある神から出ているものについては、決して独立してはなりません。「私は自力で神と共に歩んで、神を知らなければなりません。他人から何も受けることはできません。私はだれも信用できません。私は自分だけの確信と信念により、一人で主と共に進み続けます」と言う人々もいます。これは大きな間違いかもしれません。自力で主を知らなければならないという姿勢の間、主は同じようにご自身と共に歩んでいる他の人々を通してご自身を知らされることがよくあります。私たちが他の人々と共に霊的に歩もうとせず、また、私たちの孤独は神と共なる孤独ではないために、こうした間違った種類の独立は逆に働いて、私たちは全く欺かれてしまうかもしれません。それは、たしかに信念ではあるのですが、全くの欺きです。いま私が述べているのはこれとは別のことであり、天然の影響のことです。霊的な人々や神から出ている霊的事柄の霊的影響力のことではありません。神の御旨に至るには、こうした影響、助け、交わりが必要です。しかし、天然的要素の侵入という問題の場合――多くの天然的要素があるかもしれません。感傷、私たちに影響を及ぼそうとする他の人々の天然的愛情など――天然的要素が入り込んで私たちを神の御旨とわかっているものから引き離す場合、話は別です。それらの要素は神を知る知識から生じたものではなく、神と共なる親しい歩みから生じたものでもありません。他の人々を通して私たちに知らされる神の御旨ではありません。この場合、こうしたものを完全かつ決定的に退けるよう、信仰の命は要求します。そして、私たちの霊的命に関するかぎり、神のために、全く神のために生きるよう、要求します。これがアブラハムに対する最初の試練であり、彼に対する命の法則の最初の適用でした。彼はあらゆる天然の影響をものともせずに、神と共に出て行くのでしょうか？天然的考慮に影響されることを許さずに、自分自身の心の内で神の動きに応じるのでしょうか？


  長い間、アブラハムの場合、それは部分的でしかありませんでした。したがって、神の御旨は差し止められ、アブラハムは神の御旨の中を部分的にしか進みませんでした。第一に、彼は父親を一緒に連れて行き、そのせいで行き詰まりました。そして、彼の父が亡くなるまで、神の御旨に関してさらなる自由はありませんでした。天然的な血縁関係の影響があるかぎり、彼の生涯は遅らされました。しかし、これはみな外面的にだけでなく内面的にも適用されなければなりません。私たちの諸々の関係、私たちの家族についてだけ述べているのではありません。確かに、そのようなところで天然的な影響が私たちに及ぶかもしれません。しかし、これはそれ以上のものです。私たちの中にこの地上や天然に対する血縁関係や係累があります。私たちの中に、絶えず肉に諮ろうとするものがあります。肉的判断、肉的理屈、天然的知性の働きや影響があります。私たちはそれを押しのけて断ち切らなければなりません。復活の立場に達して命を知るようになる時、天然の命からのものはすべて後に引き下がらなければなりません。なぜなら、この命は本質的に信仰の命だからです。


  心を試すこと


  さて、アブラハムの第二の問題は、この地上における、神の事柄に関する野心の問題です。この問題は私たちを看破します。ついにアブラハムは先に進みました。諸々の関係に関するかぎり、天然の影響は少なくなりました。そして、彼は進み続けて約束の地に入りました。大願が成就しました。そのために彼はすべてを手放し、このために彼は信仰によって踏み出したのです。彼は約束の地に入りました。それは彼が期待していたものであり、彼の新たな野心でした。それで彼は何に出会ったのでしょう？神の御心とは正反対のもので満ちている土地です。その地の酷い飢饉です。小さな区画すら彼に与える人はだれもいませんでした。彼はその地に足場を持ちませんでした。私はあなたたちに申し上げたいのですが、このような経験は私たちの野心に対するとても良い試練です。神と共に進み続ける時、神のために出かける時、私たちは何を期待しているでしょう？何が目的でしょう？さて、この質問に対する答えが、神に関して、この地上のものに対して、私たちが野心を抱いているかどうかを決めます。要点がおわかりでしょうか？天然的な野心を霊的な目標にすり替えるおそれがあることがわかります。依然として同じものが働いており、唯一の違いはその方向または領域です。この世で野心を抱くのと同じように、神の働きでも野心を抱くおそれがあります。これは同じ天然的な野心です。それは天然の野心です。あなたが願いを持つとき――あなたは何を願っているのでしょう？見ること、得ること、地位を得ることでしょうか？成功を求める野心――たしかに、それはかつてはこの世でのことでしたが、今やこの同じ野心が別のものに移りました。仮にアブラハムの場合もそうだったとすると、それはなんという試練だったことでしょう！それは野心に対する試練でした。彼は何も得ませんでした。その地には足の置き場すらありませんでした。あちこち移動して、幕屋に住まなければなりませんでした。その地に関するかぎり、彼の信仰に対する即座の目に見える応答は皆無でした。この試練の下で彼は挫折しました。彼はエジプトに下りました。彼がエジプトに下ったことにはどんな意味があるのでしょう？期待です！彼は神の御手に何か別のものを期待したのです。この命は信仰の命であること、そして、この命が内側深くに造り込まれれば造り込まれるほど、神の事柄においてさえも天然を喜ばせようとはしなくなることを、彼は教わらなければなりませんでした。


  往々にして、子供、幼稚園児、信仰の初歩的段階にある、あまり圧迫に耐える力のない人々に対して、神はすぐに結果を与えてしるしを顕わさなければなりません。成熟のしるしは通常、神が外側の顕現やしるしを差し控えるようになること、神ご自身のためにただ神と共に歩むよう要求するようになられることです。神が外面的事柄を差し控えられるようになることが、神の学校を卒業したしるしです。これは、この命に野心を抱いているかどうかに関する試験に合格したことを示します。


  アブラハムはこの最初の試験、この真理の最初の適用に失敗しましたが、幸いにも教訓を学びました。主の僕たちが霊的に前進するとき、私たちはそれを常に称賛しなければなりません。次の出来事――二つの出来事が立て続けに起きるのは注目に値します――では、この同じ領域で驚くべき素晴らしい勝利を目にします。十二章にはアブラハムがエジプトに下ったことが記されています。これは彼にとって死の道であり、命の道ではありませんでした。野心は死の道であることが判明しました。次の章で直ちに起きるのは、牧草と水を巡るアブラハムの僕たちとロトの僕たちの間の争いです。アブラハムはこの問題のことでロトのもとに行き、「争わないようにしましょう。何を争う必要があるのでしょう？（私たちは自分自身のために何かを欲しがっているのでしょうか？――これが彼の言葉の主旨です）さて、ロトよ、周りを見て、目を上げて、この地を見渡しなさい。この地の最も良いところを見て、それを選びなさい。あなたの好むところを私に知らせ、その残りを私に与えなさい。あなたは選んだものを取りなさい。あなたが行くことを選んだ方向とは逆の方向に私は直ちに進みます」という主旨のことを言いました。ロトは目を上げて、よく潤っていて肥沃なヨルダンの平野全体を見渡し、それを選びました。それで彼らは互いに別れました。アブラハムの側では、それは野心に対する勝利でした。直ちに神がやって来て、「あなたの目を上げなさい。（中略）あなたが見ているすべての土地をわたしはあなたとあなたの子孫に永久に与える。わたしはあなたの子孫を地の塵のようにする」と仰せられます。結局のところ、ここに命の道があります。地的獲得、野心、満足の道、地上で何かを得ようとする道は、ロトにとって死の道になりました。この世に関するかぎり、アブラハムは手放しました。神のために手放しました。それで神がやって来られたのです。


  こうしてロトはアブラハムから分離されました。何が起きたのでしょう？それまでずっと制限の原因だったこの血縁関係はこれで終わったのでしょうか？そう見えます。これが起きるその日、天然的影響が断ち切られるその日、神が新たな命の領域と共にやって来られます。この原則は真実です。神の御前で真に繁栄や成功をすべて手放す地点、人々が重んじるキリスト教的働きやキリスト教的務めさえもすべて手放す地点に達しえた時、それは前進し続けている印です。クリスチャンたちの間で得られる絶好の機会や大きな利益を手放して、「全くかまいません。主はご存じです。与えるにせよ、差し控えるにせよ、それは主が決めることです。私はそのような賞を求めません。そのようなものが神と共なる私の歩みに影響を及ぼすのを私は許しません。野心によって私の道が決まることはありません」と言えることは成長の確かなしるしです。それはこの地上ではあまり大したものに思われないかもしれません。広く開かれた扉とか、そのような類のものには思われないかもしれません。しかしどういうわけか、そこに命があることがわかります。霊的影響力があることがわかります。何か大事なものがあることがわかります。最終的に、それは大事なものになります。しかし、これは時として、まず第一に、野心とのこの戦いを必然的に伴います。この戦いでは、こうした示唆や影響をすべて下ろさなければなりません。こうして私たちは、命の道はたとえすべてを犠牲にしても神と共に進み続けることであることを理解する地点に達します。命の霊の法則はこのような形で働きます。


  遅延や一見矛盾のように見えるものを神は用いられる


  さて、第三に、アブラハムの事例では、一見死の道のように見えるもの、すなわち遅延と矛盾という神の道に沿って、命が働いていることがわかります。神はアブラハムに息子を約束されましたが、約束して立ち去ってしまい、この問題を何年も放っておかれました。約束の成就が遅れたことは、神を信じる信仰の深化に役立ちました。そして、アブラハムの生涯に神からのものが圧倒的に増し加わる道を備えるのに役立ちました。遅れが長引けば長引くほど、希望の成就はますます神からでなければならなくなり、人にはますます不可能になります。これが目的です。私たちが好むかどうかにかかわらず、神はこのような方法で働かれます。私たちがこの思想を抱いていようといまいと、これは真実です。神が実際に命の法則にしたがって働いておられる時、私たちは信仰のこの領域の中にもたらされなければなりません。この領域では、神の約束さえも差し止められていて、すぐには成就しないかに思われます。神は真実です。神は人に借りを作りません。最終的に、神に借り方はなくなります。これは決着済みです。神は、ご自身に対する適切かつ正当な期待にすべて応じられます。そして最終的に――たとえそれが長く待った末のことだとしても――神の正しさと神の信実さが不可抗力的に証明されます。私たちはみな次のような態度を取ることを許されています。「主よ、私が長く待った末にあなたの御前に立つ時、『あなたは私の信頼を裏切った』とあなたの帳簿に繰り込むことのできる根拠を、あなたはすべて清算済みでなければなりません」。このような立場に立つことが神にとって大切です。かの日、神に信頼した者たちが、「主よ、あなたは一つも期待を裏切らず、私が正当に望みうること、キリストにあって正当に望みうること以上のことをしてくださいました」と言えるようになることが、まさに神の性質と性格に求められています。神はこの期待に応じられます。しかし、命を深め、命を強め、神の似姿を生み出し、死の力とサタンの働きを滅ぼし、アダムの過ちを逆転させるために、神はご自身の約束に対する信仰の問題に関して私たちを成長させなければなりません。神はそうしてくださいます。それが成長のしるしであり、成熟のしるしです。遅延という神の務めはこのようなものです。


  次に、さらに、矛盾という神の務めがあります。ようやく息子が与えられました。しかし、次に何が起きたでしょう――「あなたの息子を取って（中略）わたしにささげなさい……」。矛盾です。神は与え、そして取り去られます。成就することを約束しておきながら、その後、それを一撃で消し去られるかのように思われます。さて、これは何を意味するのでしょう？その真意は何でしょう？私が思うに、愛する人よ、この箇所の核心は、神は常にご自身のものにしようとされる、ということです。心は神に向かうべきであって、事物に向いてはならないのです。たとえ約束の成就が遅れたとしても、神は、私たちのためになされる御業よりも神ご自身を求める境地に、心を引き寄せようとされます。もし矛盾というこの務めの下にあるなら、その目的は私たちを事物から引き離して神ご自身のものにすることです。


  すべてのすべてである神


  さて、この命の法則のすべての面をまとめました。命の霊の法則とは何でしょう？それはどこでどう働くのでしょう？最初から最後まで主ご自身がすべてである、というこの立場の上で働きます。主ご自身がすべてとなられること、これがこの問題の核心です。「あなたの国、あなたの親族、あなたの父の家から出て行きなさい」。出て行きなさい――この地上のものに関する野心、たとえそれが神に関するものでも、そこから出て行きなさい。事物から、たとえそれが神が行える事や与えられる事だとしても、そこから出て行きなさい。どこに向かって出て行くのでしょう？神ご自身に向かってです。その結果がわかるでしょうか――ああ、これは素晴らしいです！――「わたしの友であるアブラハム」。わたしの友！なんと多くのものをこれは含んでいることか！神のためにすべてを手放すこと、完全に神の側に立つこと、神にご自身の道を進んでいただくこと、たとえ神がご自身を否定して矛盾しているように思われたとしても神に信頼することは、私たちが神の御心の中に直ちに入る結果になります。わたしの友！これは命でしょうか？命の道でしょうか？この言葉がアブラハムについて言えたのと同じように、最終的に私たち全員にも言えるようになるなら、それは確かに命ではないでしょうか？確かに、これは何物にもまして願うべきものではないでしょうか？この地点に達するとき、「これはまさに命です！」と私たちは言うでしょう。これには何物にも代え難い価値があります！そうです、命は神との友情という基礎に基づくのです。


  神との友情とは何でしょう？それはすでに述べてきたことです。神との友情はこの世との友情ではありません。私たち自身の天然の命や、その影響、思慮との友情ではありません。神の事柄における野心、計画、達成との友情ですらありません。神が私たちのために行えることとの友情ではありません。神ご自身との友情です。これに尽きます。そうである以上、主が遅れたり矛盾しておられたとしても、それにもかかわらず私たちは信頼すべきことを、これは意味します。友情とは敵意をすべて除き去ることであることがわかります。敵意はサタンからアダムを通して入り込みました。そして、アブラハムによって除き去られました。これは何を意味するのでしょう？信仰によって除き去られたのです。信仰は敵意を徹底的に滅ぼします。もちろん、それは漸進的です。アブラハムは一生涯このように生きなければなりませんでしたが、その結果、神の友になりました。


  そして、私たちはこの命の道の中にあります。それはこの信仰の道です。私たちは敵意が存在する地点を超えて着実かつ確実に進んでいると、私は信じています。私たちの心の中に神への敵意はあるでしょうか？神に失望しているでしょうか？神を腹立たしく思っているでしょうか？苦々しい気持ちや、遠慮があるでしょうか？そのようなものが何かあるでしょうか？そのようなものがもしあるなら、それは私たちの内に働く死の働きであることがよくわかります。それは命ではありません。唯一の道は、この命にそれ自身の信仰の法則にしたがって働いてもらうことです。なぜ私たちは失望しているのでしょう？なぜ悲しみを感じているのでしょう？主が自分の期待どおりの方であることを実証してくださらなかったからである、と私たちは堅く確信しているのでしょうか？そうであると堅く確信しているのでしょうか？期待が失望に終わったのは、事が自分の願いどおりに運ばなかったからではない、と私たちは堅く確信しているのでしょうか？そう堅く確信しているのでしょうか？事が自分の願いどおりに運んでさえいれば、私たちはどれほど神を喜んでいたことでしょう！「神は忠実であり、神は信実です。私たちは主を愛します」とどれほど快く言っていたことでしょう。しかし今、事はうまく運ばず、状況は容易ではありません。状況は困難で、私たちに敵対しています。この状況のせいで私たちは困っています。愛する人よ、私はこう信じます、もし私たちが主を目的とする境地、主が私たちの目標となる境地、「私の目標は神ご自身であって、喜びや平安ではなく、私の神ご自身です」と確かに言える境地に達するなら、私たちは命の道の中にある、と。しかし、それ以外の思わくや影響が私たちの天然の命から忍び込むなら、すべてを台無しにしてしまいます。この問題はきわめて明白であることがわかります。


  私たちに対して、この命の道は主の御前に再び行って、次のように言うことを要求します。「主よ、私の地的な見通しがすべて色あせ、私の野心がすべて失望に終わったとしても、あなたを私は求めます。あなたが私の大志であり、私の目標です。あなたを持っていれば、こうした他のものは全く重要ではありません」。私は信じていますが、私たちがそこに辿り着けるようになる時――私たちの間でこの道をかなり進んでいる人はあまり多くありません――それでもそこに辿り着けるようになる時、私たちは命の秘訣、喜びの秘訣、解放の秘訣を見いだすでしょう。褒賞であるイサクを神がこの地上に戻せるようになるのを私たちが見るかどうかは定かではありません。神が褒賞を差し控えられるのは、私たちがそうしたものから神ご自身に向かえるようになるためです。神がご自身のために私たちを獲得される時、神はこの地上で何かを与えられるようになります。この地上で祝福を与えられるようになります。しかし、覚えておこうではありませんか。神の願いはご自身のために、ご自身のためだけに私たちを得ることであり、私たちが従う時、命がそこに見つかるのです。これが命の道です。他の影響や思わくがすっかり無くなって、すべてが主のためのものになること、主ご自身のためのものになることを、この命の法則は要求します。


  



  第五章 イサクと命の法則


  



  「しかし今や、あなたたちは罪から解放されて神の僕になり、聖潔に至る実を結んでいます。その終極は永遠の命です。罪の支払う報酬は死です。しかし神の無代価の賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命です。」（ロマ六・二二～二三、改訂訳）


  



  この一連の黙想で特に注目している節、すなわちローマ八・二は、いま読んだこれらの節の後に直接続きます。なぜなら、この二つの節の間にあるものは挿入だからです。


  「キリスト・イエスにある命の霊の法則」


  命の七重の法則の五番目の表現に移ることにします。命の法則は一つです。すなわち、命は一つの法則です。しかし、この命、この法則は七つの異なる方法で働きます。全き命はこの七つをすべて要求します。この七つのものがすべて一つの命を構成します。ここでわかるのは、この命を私たちが受け入れて、この命に私たちの中で自分の道を行かせ、私たちがそれに従順なら、この命はそれ自身の法則により、この七つの方法で働くということです。この七つの方法はこの命の必然的働きです。なぜなら、この命は一つの法則だからです。すでに述べたように、またよくご存じのように、ある法則が確立・受容・認識されるとき、その法則はある一定の方法で働きます。この働きは全く自発的で、全く自然です。自動的であると言えます。ですから、命が確立されて人がそれに従う時、命は一定の方法で働きます。この神聖な命も、もしそれが私たちを治めることを許すなら、必然的かつ自然に七つの結果を生じさせます。なぜなら、この七つの結果はみな命の構成要素であり、命の七重の表現だからです。結局のところ、クリスチャン生活は一つのとても単純な公理に帰着します。クリスチャンになるのにこれをすべて理解する必要はありません。しかし、人が一度クリスチャンになるなら、特定のことが起き始めます。そして、何が起きているのかを理解することには、とても大きな価値があります。なぜなら、それは神がなさっていること、神が求めておられるものを理解することだからです。しかし、命の霊が私たちの中で差し止められずに妨げなく働かれるなら、私たちが主と共に進み続けるなら、こうしたことが起きます。


  信仰の実である子たる身分


  私たちは命のこの自発的表現の四つを扱ってきました。今、五番目すなわちイサクにやってきます。新約聖書の他の一つか二つの箇所だけ見ていただきたいと思います。ローマ八章に戻って二節と十四節を結びつけましょう。


  「キリスト・イエスにある命の霊の法則」


  「神の霊に導かれている者たちはみな、神の子だからです。なぜなら、あなたたちは再び恐れの奴隷とする霊を受けたのではなく、子とする御霊を受けたからです。この御霊によって、私たちはアバ、父よ、と叫びます。御霊ご自身、私たちの霊と共に、私たちが神の子供であることを証ししてくださいます。子供であるなら、相続人でもあります。神の相続人であり、キリストと共同の相続人です。私たちがキリストと共に苦しむなら、共に栄光を受けるようにもなります。」（ロマ八・十四～十七）


  一貫して御霊が関係しておられることがわかります。命の御霊、御霊による導き、子とする御霊、私たちの霊と共に証しする御霊、とあるとおりです。しかし、みな一つの特別なことと関係があります。間もなくそれを見ることにします。


  直ちにガラテヤ人への手紙四・五～七に向かうことにしましょう。


  「それは、律法の下にある者たちを贖うため、私たちが子たる身分の霊を受けるためでした。このように、あなたたちは子なのですから、神はあなたたちの心の中に、『アバ、父よ』と叫ぶ御子の霊を送ってくださったのです。したがって、あなたたちはもはや僕ではなく、子です。子である以上、キリストを通して神の相続人です。」


  「私たちが子たる身分の霊を受けるためでした」は、ローマ八章の節「子とする御霊」をほぼそのまま繰り返したものです。


  「また子たちに対するように、あなたたちに語られたこの勧めの言葉をあなたたちは忘れています。『わが子よ、主の訓練を軽んじてはならない。主に責められる時、弱り果ててはならない。主は愛する者を訓練し、受け入れるすべての子を鞭打たれるからである』。あなたたちは訓練として耐え忍びなさい。神はあなたたちを子として扱っておられるのです。いったい、父に訓練されない子があるでしょうか？（中略）その上、肉親の父は私たちを正すのに、なお彼を敬うとすれば、なおさら、私たちは霊の父に服従して生きるべきではないでしょうか？」（ヘブ十二・五～七、九）。


  命やその働きと関わりを持つことは難しくありません。ここでは、命が子たる身分の線に沿って働くことがわかります。これらの節はみな、命との関係で子たる身分を見せています。また、命の霊としての御霊を見せています。旧約聖書の型及び絵図であるイサク、この型である人物たちの五番目によって、私たちはこれに導かれます。


  イサクに関する素晴らしい御言葉が創世記十七・十九に見つかります。


  「そして神は言われた。『あなたの妻サラはあなたに息子を産むでしょう。あなたはその名をイサクと名づけなさい。わたしは彼と契約を立てて、後の子孫のために永遠の契約としよう』。」


  神はここで、イサクが神の経綸の中で何を表しているのかという問題に、はっきりと一度かぎり永遠に決着をつけておられます。前の黙想で、アブラハムによって示されている命の四番目の表現について述べた時、私たちは信仰を通して働く命、命の法則の一つの面である信仰を見ました。


  今、イサクに来ると、信仰の実である子たる身分があります。信仰はそれ自体が目的ではありません。信仰は働いて子たる身分に至ります。なぜなら、頂点に達したアブラハムの信仰は、イサクを死の届かないところ、失うおそれのないところ、時間の及ばないところ、すなわち復活の立場の上に確保したからです。さて、この子たる身分を取り上げてそれを見、その性質、性格を調べることにします。ここでは、命が子たる身分という観点から私たちにもたらされるからです。


  神の子らは、全く神が産みだされたものである


  イサクについて考える時にまずわかるのは次のことです――これはとても明確ではっきりしています。聖霊はこの事実を常に視野に保つことに真剣に取り組んでおられるように思われます。これは旧約聖書の物語の中で明らかにされており、新約聖書の中で一度ならず示されて強調されています――すなわち、天然の立場の上ではイサクが生まれることは不可能だった、ということです。ああ、神はこれを確立するためになんと専念されたことか！イサクの誕生を告げる知らせ自体も、約束の実現に向けて天然は何もできない時になされました。しかしその後、この告知と約束がなされた後ですら、神は立ち去ってこの件を保留したままにされました。まるで、かなりの期間の間、時が過ぎ、日が経つにつれて、この件全体に関して人はますます望みを持てなくなるかのようでした。ですから、ついにイサクが生まれた時、彼は天然的成果の領域全体をもってしても説明のつかないものでした。彼はまさに完全かつ徹底的に神からのものだったのです。彼は天然の実ではありませんでした。これが最初の要点です。さて、これをどう言い表し、どう称するかはあなたの自由です。これをクリスチャンになること、神の子供になること、救われることと称することもできます。どう称するにせよ、それに呼応するこの現実は天然の力を全く超越しています。どんな力を用いても、神ご自身の外側で神の子供になることはできません。これがどれほど初歩的かはわかっています。しかし、それでもおそらく述べる必要があります。ここでは私たちにできる働きは何もありません。私たちが差し出せる成果は何もありません。私たちがどんなに努力して力を注ぎ込んだとしても、これを生じさせることは全く不可能です。奮闘し、努力し、格闘し、叫んでも、これを生じさせることはできません。天然の何物もこれを生じさせることはできません。肉から生まれるものは肉です。聖書の中でこれが意味するのは、肉体から生まれるものは肉である、ということではありません。肉はそれ以上のものです。ここでの肉の意味は天然の能力です。ですから、理屈、議論、談話、説得、甘言、強制によって、一人の魂を神の子供にすることは決してできません。議論を尽くし、知的矛盾をことごとく取り除き、遠慮や冷淡さという壁をすべて打ち倒したとしても、そして、議論や懇願によって人の意志を制圧して、そのような説得、感情、影響の下で、ある人が一歩踏み出して、クリスチャンになることを決意したとしても、そのような人はクリスチャンになることに前より近づいたわけでは決してないかもしれません。こうした壁がすべて除かれたとしてもそうです。これが道ではありません。これは神から出ることであり、聖霊によって生まれる以外、何物も子たる身分を生み出せません。この事実が認識されていないせいで、大勢の人々が誤った立場にあります。彼らはクリスチャンという名を帯びていますが、それは彼らがある条項に同意したからです。感情に促されたからであり、何らかの説得や影響の下で行った決定のためです。


  これはカインについて述べたことの帰結にほかなりません。カインは礼拝者でしたが殺人を犯しました。彼の魂の命は自分自身の最上の働き、最上の成果、何でも最上のものを携えて神のもとに行きました。それが通用すると信じていたのです。しかし、決して通用しませんでした。人々の多くは同じようにこの基礎の上で働いています。そして、自分は受け入れられており、神の子供である、と思っています。ああ、力強く真実を悟らせることが必要です。しかし、これはなんと酷いことか！こうした見せかけの回心がすべて偽物であって実際ではないことが暴露されたら！私たちは子たる身分の意義と性質を真に理解しなければなりません。それが何なのかを知らなければなりません。最初に、子たる身分は天然の実ではない、というこの消極面を確認する必要があります。神は子たる身分を天然の力では産み出せないところに置かれました。イサクを全く天然の力の及ばないところに置かれたようにです。全く神からであり、ただ神からである、というこの点から始める必要があります。


  では、子たる身分とは何でしょう？人の霊は神の種たねの器となります。神ご自身からの何かをその中に身ごもる器となります。そして、その何かがあるために、その身ごもった人は神の宇宙の他の何者とも異なる種類の存在に成ります。あなたには神秘的な何かがあるので、あなたという人は隠された神秘です。あなたの存在のまさに中心に何かがあるのです。それがあるおかげで、あなたは他のどの種しゅの被造物とも異なっています。神は人の霊の中に御子を産み出されました。神の子供の中には、神がご自身に属するものとして目を留められるものがあります。それは神から出たものであり、神の一部です。神の目は、大切な子供を見るようにその上にあります。


  命の霊の法則は指導的法則である


  さて、これは神の子供全員に関する深遠な真理です。これは神にとって、また私たちにとって、すべてを可能にします。すべてが、これが私たちの人霊の中に宿ることと関係しています。子たる身分が始まって、私たちの存在の中心に導入されました。これが真実であるとき、これが実際であるとき、「御霊ご自身、私たちの霊と共に、私たちが神の子供であることを証ししてくださいます」。私たちに神の子たる身分があることを証ししてくださいます。これは命の自然な表れであり、それは生き生きとした現実になります。あなたたちの大半はそれを実証できる、すなわち、たった一つの事実や証しとしてではなく、多くの証拠によって、あなたたちはそれを実証できる、と私は期待します。あなたの行動の中に命の証拠と死の証拠があります。あなたの会話の中に命と死の証拠があります。あなたの発言、あなたの思い、あなたの判断、あなたの行い、あなたの道の中に、命か死の証拠があります。それは制御する法則であり、この命の法則は子たる身分という結果になります。


  これは何を意味するのでしょう？結局のところ、この秘訣を一度つかむなら、クリスチャン生活はなんと単純になることでしょう。愛する人よ、これは神の御子であるイエスがその生活を私たちの中で再び送られることを意味します。地上でのイエスを見てください。そうすれば、彼が仰ることや仰らないこと、行われることや行われないことがわかります。というのは、彼が仰らないことや行われないことには、彼が仰ることや行われることと同じくらい意義があるからです。彼がある場所に行くのがいつなのか、また、ある場所に行かないのがいつなのかがわかります。私たちは神聖な統治の下にある生活を目にします。言葉、歩み、行動が見事に統制されているのです。そして、彼はその生活を私たちの中で再び送られます。私たちはその完全な表現からかけはなれています。なぜなら私たちは、第一に、御霊が自分の心の中で語っておられることに対して十分に敏感ではなく、またそれを十分に理解してもいないからです。私たちは訓練されたよく聞こえる耳を持っていません。他の音ばかり聞いているからです。私たちの応答や従順の速さは十分ではありません。だから、キリストの完全な表現がないのです。しかしそれにもかかわらず、この基本的事実は残ります。私たちはそれを知っています。それは教育的なものであり、指導的なものです。私たちはみなそれを知っています。ああ、この精査の働きに関して私たちにはなんという経歴があることか！先に進むにつれてこの経験はますます進んだものになります。そして、私たちはますます精査されることになります。しばらくのあいだ手つかずのように思われたもの――それに神が同意しておられたからではなく、神は私たちを導き続けておられ、一度にすべてを取り扱うことができなかったからです――を、今や神はご覧になります。そして、私たちはかつてできたことがもはやできなくなります。


  説明してもよろしいでしょうか？私はよく覚えているのですが、初期の説教では、私は自分の要点を説明するために世俗の文献を大量に引用したものでした。詩人や他の多くの世俗の著者を持ち出したものでした――ああ、私の要点を理解してもらうための素晴らしい実例だったのです！主はしばらくの間それを放置されましたが、説教の中でブラウニングの一節を引用しようとすると、すべてがぺしゃんこになってしまう時が、私の霊的生活の中に訪れました。私の説教は死んでしまい、まるで説教を再びやり直さなければならないかのようでした。しかし、私にはできませんでした。私は教訓を学びました。よろしい、二度とそんなことは御免です！時々後戻りしそうになることもありましたが、内側にこの同じ沈むような恐ろしい感覚があり、自分が死に触れたことに気づきました。先の戦争に関してもこれがどれほどそうだったのかを私は覚えています。あの戦争中、私たちの中にはその状況の真っただ中にいた人もいました。私たちは多くのことを見ました。状況をその場で対処しなければなりませんでした。さて、家に戻って来た後、私は時々この戦争の事例を説教の中で引用して要点を理解してもらおうとしました。しかし、神がそこにおられないことに私は気づきました。そして、神の事柄に関連してあの戦争に触れるたびに、私はあの同じ恐ろしい死の感覚を内側に感じました。それで、「神は私があの戦争を天的な事柄に混ぜるのを望んでおられず、私はそれをそっとしておかなければならない」という明確な結論に達しました。私はそれを去らせなければなりませんでした。それは命の法則の働きでした。「あなたはそれをしてはならない。そんなことには言及しないのが一番良い」と私に言った人はだれもいませんでした。そうではなく、私の内におられる命の御霊がそれに反対して証しし、事実上私に、「それは死です。もし命を望むのなら、もし自分のメッセージを命の中に保ちたければ、もし神の御旨に達したければ、そのようなことはすべて放っておかなければなりません。それは決して神から生じたものではありません。神から生じたものだけが神の目的を成就して、神に戻ることができます。ですから、他のものをすべて除き去りなさい」と仰せられたのです。言わば、この御霊の法則は指導的法則なのです。


  私たちがこの命を得て、その命に自分の道を行くことを許しさえするなら、私たちは神の全き御旨に到達するでしょう。それは抽象的なものではなく、私たちの内に住んでおられる神のパースンです。命であるキリストが内側から、命の御霊である聖霊によって治めておられるのです。こういうわけで、この命の働き、過程、発動がいかに全く異なるものなのかがわかります。


  イサクとイシマエル


  さて、イサクに来ることにします。アブラハムが主の御旨の成就を助けようとしたことは覚えておられるでしょう。どんな天然の基礎によっても神のこの御旨は不可能であることを彼は悟りました。そして、彼の信仰は萎みました。私たちはイシマエルの痛ましい物語を知っています――アブラハムは天然の線に沿って神を助け、神の御旨を成就しようとしました。イシマエルが生まれました。彼は何者でしょう？天然の実です。イサクすなわち神の実が生まれました。この二者が一つの家の中にいました。その結果、二つのことが生じました。しかし、さしあたって一方は放っておいて、他方に進むことにします。


  主がアブラハムに「女奴隷とその息子を追い出しなさい。この女奴隷の息子は自由の女の息子と共に相続人になってはならないからです」という御言葉を語られる時がやってきました。これを理解されたでしょうか？肉から生まれるものは、御霊から生まれるものと共に相続者にはなれません。御霊から生まれるものは、肉にはあずかれない神聖な嗣業を得ます。神に属するこのものはそれとは全く異なっており、それとその実体を分かち合うことはできません。一方は去らなければなりません。


  さて、もう一方に戻ることにします。神が命じられたとおりに行わないなら、何が起きるでしょう？イシマエルがイサクを追い出します。イシマエルはイサクを笑った、イサクを嘲った、イサクの生活を惨めなものにしようとした、と御言葉は述べているからです。その狙いはどれも、イサクを追い出してその地位を得ることでした。肉は常にこのようなものです。御霊に逆らいます。天然の実に何らかの地位を与えるなら、それはたちまち神に属するものを追い出します。この二者は共に住めません。共に相続人にはなれません。この天然の命は霊のものを常に笑う、というのは全くそのとおりです。霊のものは常に全く異なったものだからです。これに直ちにしたがっていれば良かったのに、と私は思います。


  再び主イエスを見ることにしましょう。主イエスには到底できないことがたくさんありました。つまり、神との関係のゆえに、また、神への信頼のゆえに、できなかったのです。彼ご自身そう述べておられます。「子は自分からは何もすることができません」。「わたしが話す言葉は自分から語っているのではありません」。主イエスはすべてを御父から引き出さなければなりませんでした。「父が行われることは何でも、子も行います」。しかし、それ以外のことは何も行いません。ですから、言葉を発する前に、彼は御父を待ち望まなければなりませんでした。働きをする前に、御父を待ち望まなければなりませんでした。ある特定の場所に行く前に、御父を待ち望まなければなりませんでした。「あなたたちは祭りに上って行きなさい。わたしはこの祭りには上って行きません……」。これは、その時彼は縛られていたということです。自分を解放して、その祭りに上って行くように導く証しを、彼は得ていませんでした。それでも御言葉はこう述べています、「兄弟たちが祭りに上って行った時、彼も公にではなく隠れて上った」。あの言葉は、同行したくない人々を避けるための言い訳、詭弁だったのでしょうか？彼らと一緒に行きたくなくて、一人で行きたかったのでしょうか？そうは言えません。それよりも聖い理由を見つけなければなりません。その理由はこうです。すなわち、行くことを御父が望んでおられる、という確証を彼はまだ得ておらず、行くことは御父の御旨ではない、とその時はともかく結論せざるをえなかったのです。しかし、彼らが上って行った時、確証が来て、彼は霊の中で解放されました。子たる身分の霊が、「行ってもかまいません。道に支障はなく、上って行くべきです」と証しされました。それで彼は行きました。要点は、主イエスは全く制限されていたということです。御父に対する関係によって、自発的依存によって、すべては神から発しなければならず自分からのものは何もあってはならないという命の法則によってです。これが法則です。


  この水準に基づいて生きようとするとき、天然の人が笑って嘲らないかどうか見てみなさい。彼らがどれほどあなたに疑問を呈するのかに注意を払いなさい。「あなたは何をするつもりなのか？」「わかりません！」「あなたはどこに行くのか？」「わかりません！よろしいと主が私に語られる時、主が私に証しされる時、私が主によって解放される時、私は行きます」。この霊的な言葉を好きなように言い換えてもらってもかまいません。天然の人はこれについてどう言うでしょう？あなたを笑って、嘲ります。これは外面的に正しいだけでなく、内面的にも正しいことがわかります。自分自身のことを愚か者と呼びそうになることや、「自分はなぜこれをしないのか？」と自問することがしょっちゅうあります。そして、とどまらなければなりません――「自分はなぜこれをしないのでしょう？」「できないからです」「なぜできないのでしょう？自分でやればいいでしょう」「主はそれをしておられません。主がそれをしておられるようには感じません」。これは子の言葉であり意識です。これが命の道です。


  ですから、イシマエルはイサクを笑います。天然の命が霊の命を笑い、絶えず優位に立って神に属するものを追い出そうとするようにです。これは子たる身分の働きです。もちろん、もしあなたが子でなければ、このような経験はしません。しかしもし子なら、私が述べていることを少しは経験しておられるでしょう。あなたは自分が子なのかどうかすぐにわかります。この言葉は子たちにとって奇妙な言葉ではありません。これは、いずれにせよある程度まで、全く理にかなった言葉です。


  子たる身分は主イエスのパースンの中に完全に集約されています。彼の生涯は子たる身分とその霊的意義とを示すものであり、説明するものです。次に、この子たる身分は人である主イエスによって、彼がまとわれた人性において完成されました。今や、神の御子の霊が到来して、新生した神の子供の中に住み、神の御子のこの全き子たる身分を生かし出し始められます。「神はあなたたちの心の中に、アバ、父よ、と叫ぶ御子の霊を送られました」。もし子たる身分の霊が私たちの心の中で治めておられるなら、自分にできることとできないこと、どう話すべきでありどう話してはならないのかがわかるでしょう。愛する人よ、私を信じてください、もし子たる身分の御霊が私たちの心の中で治めておられるなら、私たちの振る舞いや歩みと神の御言葉に書かれていることとの間に、少しの矛盾も生じないでしょう。神の御言葉に書かれていることが自分の生活の中で自然に表現されるようになることに気づくでしょう。そもそも私たちは、神の御言葉を受け取り、外面的に適用し、それに倣おうと努めたりはしません。内住の御霊によって私たちは神の御子のかたちに同形化されます。これは神が与えてくださった啓示――パースンによる啓示や御言葉による啓示――に同形化されることをまさに意味します。啓示に矛盾はないからです。子たる身分はそれを要求します。もし私たちの振るまい、歩み、道と、神の御言葉との間に齟齬があるなら、何かが起きてこの命を傷つけ、子たる身分の御霊を妨げているのです。どこかで道から逸れてしまったのです。私たちの道は行き止まりの道であり、生ける道ではありません。それは自分には正しく思われますが、「人には正しく思われても、その最後は死の道である道がある」のです。ああ、子たる身分の霊は照らして啓発する方であり、私たちを命の道の中に保ってくださいます。


  明け渡しは子たる身分のしるしである――小羊の御霊


  イサクの生涯の中で際立っているあの出来事に触れて終わることにします。それは、彼の父であるアブラハムが、神の命令によって、彼を主への供え物としてささげるために、モリヤ山への旅に連れて行った時のことです。これはイサクが象徴していることの最も美しい啓示の一つだと思います。「お父さん（中略）火と木を見てください。でも、燔祭の小羊はどこでしょう？」「わが子よ、神ご自身が燔祭の小羊を備えてくださるのです」。神はイサクに目をかけておられました。イサクは神に選ばれた者でした。イサクはこのことで神を満足させることになっていました。目指すは、神のため、神の喜びのため、神の満足のためのものでした。イサクはその線上にいます。自分が供え物である事実をイサクが知る瞬間がやってきます。おそらく突然のことだったかもしれませんし、道中のことだったかもしれません。アブラハムは祭壇に近づきつつ、「わが子よ、主はあなたを供え物にされたのです」と彼に告げます。それから、イサクが縛られる瞬間がやって来ます。この時、イサクは小さくて無力な子供だった、とは思わないでください。彼は成長した若者でした。彼の父親はかなり年老いた人でした。もしイサクが反抗していれば、当然のことながら、アブラハムには何もできなかったでしょう。イサクはたやすく父親に反抗できたでしょう。しかし、そのような形跡や示唆はいっさいありません。この若者は、若い力があったのに、縛られるがままでした。そして、祭壇の上に横たわって、刀が振り上げられて自分に突き刺さりそうになるのを受け入れました。ほふられることを受け入れました。彼の意志に関するかぎり、彼はこれを受け入れました。霊においては、これは成就されて終わりを迎えました。何の抵抗もありませんでした。ですから、こう言わなければなりません、イサクは完全な従順によって神の喜びのために自らをささげた実例であることがわかる、と。これが子たる身分です。


  愛する人よ、ここに魂や魂の命の素晴らしい従順、魂の命、自己の命の、神の御旨への素晴らしい従順が表されています。「わたしから命を奪う人はだれもいません。わたしが自分から命を捨てるのです」と言われた方に耳を傾けてください。そして、こう語られた方は弟子たちの方を向いて、「自分の魂の命を救う者はそれを失い、わたしのために自分の魂の命を失う者はそれを見いだします」と言われました。これがイサクです。これが子たる身分です。ああ、子たる身分、これはなんという明け渡し、なんという従順でしょう！なんと小羊らしいことでしょう！「神ご自身が小羊を備えてくださるのです」。


  子たる身分が自分の中に増し加わっているのかどうか、神の御子が自分の中で成長しておられるのかどうか、知りたいでしょうか？あなたの明け渡し、憤り・抵抗・自己の意志の減少、試練における苦々しさの減少が、その証拠です。自己主張、自己利益、自己本位、自己義認、自己憐憫といった、あらゆる形の自己の表れが減ること、このようなものがことごとく減ることが、子たる身分の証拠です。たとえ試練が神ご自身の子供たち、アブラハムを通してやって来たとしても、神の御手に服することが、子たる身分の証拠です。あなたは神の敵ではない者の手によってほふられることになるかもしれません。逆境や試練の下にあるとき、ほふられ、断ち切られつつあるとき、刀の下にあるとき、不平を言ったり、反抗したり、理屈をこねたりせずに、神の御手に服すこと、これが子たる身分です。「わが子よ、主の訓練を軽んじてはならない。主に責められる時、弱り果ててはならない」（ヘブ十二・五）。「神はあなたを子として扱っておられるのです」。「私たちは私たちの霊の父に服さないで」――そして死ぬのでしょうか？いいえ、決して！それは神の御旨ではありません。神の御旨は「生きる」ことです！ああ、神の訓練の御手の下にあるとき、生き延びるとは思いもよりません。確かにこれでおしまいです！いいえ！――「生きる」のです！神がそう取り計らってくださいます。これが子たる身分の道です。これが命の道です。さしあたってこれで私は満足することにします。命は子たる身分の線に沿って自然に働きます。子たる身分はそういうものなのです。


  



  第六章 ヤコブと命の法則


  



  聖書朗読：創世記二八・十六～十七、十九／創世記三一・十三：三五・一、六～七／二九・十五～十八／コロサイ一・二四


  



  さて、キリスト・イエスにある命の霊の法則のこの働きの六番目に来ることにします。私たちはヤコブに導かれます。命の法則の働きの別のさらに進んだ面を見ることにします。というのは、この先わかると思いますが、これらの段階の一つ一つは、前の段階よりも進んだものだからです。私たちは前に向かって進んでいるところであり、神の御旨に至ろうとしています。私たちは目標を見ています。豊かな命が私たちの前にあります。そして、私たちはこの継続的な段階によって豊かな命に至ります。この各段階は私たちをいっそう目標に近づけます。各段階それ自体がその豊かさを増し加えるものです。ですから、この命の問題において、ヤコブによって示されているこのさらなる発展がどのようなものなのかを、私たちは見なければなりません。


  ヤコブの事例では、他の事例よりもいっそう明らかに際立っている三つの点があります。第一は生得権、第二はベテルつまり神の家、第三は奉仕です。この三つの本質は実際には一つです。一つのことの三つの相です。生得権は祝福です。根本的な祝福、最高の祝福、第一の祝福です。神の家――もしくは新約聖書の名称を用いると神の教会――は至高の祝福を得るものであり、この祝福は卓越性を意味します。これがヤコブにどう作用したのか、この生得権が彼にとって何を意味したのかに注意してください。父親から祝福を意味する言葉を得ただけではありませんし、あるものを得ただけでもありません。この祝福によって彼は第一位に置かれたのです。ですから、兄が弟に仕えました。この祝福は彼を卓越した者にしました。神の家、キリストのからだである教会は、このために選ばれています。「ヤコブをわたしは選んだ」「ヤコブをわたしは愛した」。奉仕は常に神の家と関係しています。ですから、ここには一つのことの三つの面があります。


  奉仕の基礎


  さて、三番目の面から始めることにします。ヤコブについて考えると、彼のとても活動的な性質に強い印象を受けるでしょう。心も頭脳も機知も活動的であり、意志も活動的であり、取引や履行も活動的です。活発に絶えず警戒し、行動し、好機や機会を窺っています。彼の生涯はまさに活動の生涯です。にもかかわらず、彼は高遠なものに目を留めています。そうです、神の事柄に目を留めています。もしそうでなければ、ヤコブには救いとなる特徴が何も見あたりません。彼は神聖な事柄の卓越した価値を認識していました。それゆえ、彼はその地位を得たのであり、それに基づいて神は働くことができました。これは、神の働きの基礎となるものが、もし人の中に何かあるとすればの話です。この生得権――彼はその性質、範囲を理解していました。その意義、それが自分をどこに導くのかを知っていました。彼には神聖な事柄を重んじる価値観がありましたが、彼の兄エサウにはありませんでした。彼がベテルにやって来て、そこで夢を見て、朝起きた時、「確かに神はこの場所におられる（中略）この場所はなんと恐ろしいところだろう」と彼は言いました。そして、彼は夢を実際的な形で表現し、柱を立ててそれに油を塗り、その場所の名をベテル、神の家と呼びました。


  ヤコブと共に進み続けるとき、厭うべき点が多々あるにもかかわらず、彼の生涯における大きな一歩はどれも、神の事柄に対する認識、霊的識別という印を帯びていることがわかります。彼の心は正しい方向を向いています。彼は正しい考えを抱いていました。問題は彼の知性と意志にありました。目的は正しかったのですが、それに到達しようとする方法が全く間違っていました。このようにヤコブを分析するなら、間もなく、命と死というこの問題における彼の意義がわかるでしょう。覚えておられると思いますが、彼は自分の機知や狡賢さによって祝福の権利を獲得しました――確かにそうなのですが、彼の霊的知覚という事実を見落としてはなりません――それにもかかわらず、この権利を獲得するのに用いたものが徹底的に対処されて終わらされるまで、彼は決してこの祝福にあずからなかったのです。祝福の道に入るには、心を神の目的と最高の御旨に向けなければなりません。しかし、その価値を認識してその道に足を踏み入れてからそれに到達するまでの間には、取り除かれねばならないものがたくさんあるかもしれません。これまで見てきたものと密接に結びついている命が生じるには、まず死の働きが大いに必要であることが判明するかもしれません。命を見て、それに向かって手を差し伸べ、それを得ようと奮闘し、それに到達するために自分の人間的な力をすべて傾けて最善を尽くしても、決して到達できません。自分に対する神の御旨に到達するには、その前に何かが自分の内になされなければなりません。自分の中の「ヤコブ」が対処されなければならないのです。それは、私たちが「イスラエル」の地位につくためです。神の事柄に関するあの自己の力、あの機知、あの自己の能力はほふられなければなりません。そして、神の力によらないかぎり神の御旨には到達できないこと、神の御旨を成就するための能力は自分の中にはなく、ただ神の内にのみあることが、全く明らかになる地点に、これを何よりも理解する地点に、私たちは達しなければなりません。


  さて次に、命の法則の作用として直ちに生じるもの、すなわち奉仕の第一の法則がわかります。なぜなら、これをヤコブの活動や力は表しているからです。働き、奉仕、行動、すべてが神聖な事柄を目指しています。奉仕の第一の法則は従順です。ヤコブの場合に明らかな点があるとするなら、それはこれです。他方、彼は他のだれよりも行動の人、活動の人、奉仕の人として際立っています。彼はラバンのために七年間の二つの期間のあいだ奉仕しました。この奉仕には彼の人生のかなりを要しました。彼は常に行動している人であり、彼の物語の最初から活動的です。そうです、これと同じように、従順はヤコブの学ぶべき学課だったことも明らかです。これは聖書の中で最も容易に理解できることです。彼の生涯の一大転機――この転機ではすべてが神の御旨にしたがって展開しました――は、神の指の接触の下で彼がついに従順の立場を取った時でした。これが起きないかぎり、彼はベテルに戻ってそこに住めなかったのです。


  神の家と不可分な奉仕


  この二つは同行することがわかります。主は、「起きてベテルへ行き、そこに住みなさい」と言われました。ヤコブは決してベテルに住むことができませんでした。彼は逃れてベテルへ行き、ベテルは既成事実になりました。ベテルはそこにあり、神の家はそこにありましたが、ヤコブはそこに住めませんでした。なぜなら、服従の立場に達しないかぎり、だれも神の家に住めないからです。ですから、彼は進み続けて、神の家の基本的学課を学びました。その時、神は「起きてベテルへ行き、そこに住みなさい」と言われました。彼はあの転機に直面しなければなりませんでした。その転機で自己の力は尽きて砕かれ、彼は弱くなりました。しかしこの転機により神が彼の力となりました――神の皇子となったのです。こうして彼は神の家に相応しい者とされました。これはみな一つながりであることがわかります。神の家は神聖な奉仕の目的であり領域です。


  さて、私がこれまでずっと正しいことを述べてきたとするなら、私はこのようなことを述べてきたのです。これについて私はあなたたちに課題を出したいと思います。もし可能なら、神の家と関係していない神への奉仕が何かあるのかを私に示して、聖書から証明してください。神への奉仕はみな、神の家と結びついており、それと不可分です。旧約聖書はこれに満ちています。新約聖書はこれを強調しています。キリストのからだである教会は、神の民のすべての奉仕の目的及び領域であり、それから離れた奉仕はありません。ああ、主の民が奉仕の目的に目を留めていれば。彼らは、神の家との関連性を自覚せずに多くの奉仕を抱えています。あなたは特に魂を勝ち取るという線に沿って主に奉仕するよう召されるかもしれませんが、覚えておかなければなりません。このような奉仕は神の家と関係しているのです。もしあなたがこれを自己目的化するなら、あなたはそれを矮小化し、制限して、その意図された目的をすっかり見失ってしまいます。ああ、神の全き御旨という結果に至らない伝道のための大きな取り組みの悲劇！魂が救われても、ほったらかしです。彼らは福音宣教団の中に入れられますが、それらは新約聖書に見られるような地方教会では決してありません。そして、これらの福音宣教団の中で二十年、三十年過ごし、五十年過ごすことすらありますが、この聖徒たちには救われた時に持っていた知識以上の豊かな知識がないことがわかります。彼らは何年も前に救われたのに、その時から一インチも進んでいません。このような聖徒たちが世界中のこれらの宣教団で群れを成しています。彼らは喜んでいます。救いを喜んでいる救われた魂にあなたは出会います。しかし、そこにはある悲劇があります。「ああ、私は何年も前にムーディーの下で救われました。私は今も主にあって依然として喜んでいます」。これが多くの人々の典型的立場です。この証しがなされる時、それはこれらの人々を代弁しています。もちろん、主をあなたの救い主として知ること、そして救いを喜ぶことは、大いに結構なことです。私はそれに何も反対しません。しかし、それ自体が目的となっており、それ以上決して進まないのです。これはどうしてでしょう？教会に一度も目を留めていなかったからです。私がいま述べているのは「教会通い」や、いわゆる「教会」と称されている特定の場所にいる会衆のことではありません。あなたは私の述べていることがおわかりでしょう。私が述べているのは神の家についての神の全き御旨、キリストのからだである教会についてであり、これには特に使徒パウロを通して与えられた啓示――キリストの霊的からだに関して開示された一大奥義と、神の御旨におけるその永遠の運命――の全き意義が伴います。神の御思いにおいては、すべての奉仕は教会すなわち神の家との関係を自覚しつつなされなければなりません。


  あなたは、聖徒たちを慰め、励まし、主の子供たちのためにあらゆる種類の親切を施して回ることで、用いられ、祝福されるかもしれません。あなたはそれが実際に霊的な増し加わり、キリストの増し加わりにつながるものであり、神の目的に導くものであると確信しているでしょうか？それは助けになり、祝福になるかもしれませんが、神の家の実際的建造についてはどうでしょうか？慰めと励ましと助けを与える私たちの務めにおいて、私たちは霊的増し加わりを分与できなければなりません。踏み段の上にいる足萎えの犬を助けるだけではだめです。すべての行動には目標がなければなりません。その目標とは、すなわち神の家です。


  務めや奉仕の形式がどうであれ、すべての奉仕は、神の観点から見ると、神の家と関係しています。これがヤコブの事例で明らかにされています。結局のところ、奉仕とは何でしょう？幼子は、全く良い動機で、全く純真な気持ちから、母親を助けるために多くのことをするかもしれません。母親はもちろんとても忍耐強く、子供を罰したりしません。子供の動機は良いこと、本当に助ける気でいることを、母親はよくわかっています。しかし、なんと気の毒な母親！時々、母親が「もちろん、娘は私を助けようとしています。しかし、娘は少しもわかっていないのです。自分のせいで私の仕事がどれだけ増えるのか、自分の後で私がどれほど片付けなければならないのか、結局のところ実際には、少しも助けになっていないことを」と言うのを耳にします。子供たちの場合はそれでもかまいません。奉仕の問題について実際に考える時、私たちはこれをどう解決するのでしょう？きっと私たちは、真理と実際による奉仕は自分たちの目指す目的を実現するものである、と言うでしょう。ですから、そのように貢献するすべての人に、私たちは「今、あなたたちは本当に助けになっています。今に、私たちは目的地に到達するでしょう」と言います。


  神の目的は何でしょう？神の御心は何に注がれているのでしょう？神の教会です。主イエスは教会を愛して、教会のためにご自身をお与えになりました。私たちがラケルについての節を読んだのはそのためです。すぐにこの点に戻って来ることにします。教会を確保することが真の奉仕です。そうです、教会はキリストのからだであり、神に対する真の奉仕は教会を確保し、教会による神の全き御旨を確保することです。これが神に対する真の奉仕です。素敵で素晴らしい有益なものではあるものの、実際には決して神の御旨に至らず、実際には御心の御旨に仕えていない、他の筋違いな多くのものではありません。神に関するかぎり、命が働くのはこの道によります。


  命の霊の法則が働くのは、私たちが神の御旨、神の目的、神の御思いと積極的に同調する時です。そして、それらはみな神の教会に関するものです。私たちはアブラハムの信仰がイサクの子たる身分という結果になるのを見ました。そして今、ヤコブが子たる身分を得て、それを受け継ぎます。ヤコブに私たちは奉仕における子たる身分の真の精神を見ます。この精神は、御霊にかなう教会以外の何物にも決して真に満足することはできません。


  レアとラケルの教訓


  さて、これは私たちをレアとラケルに導きます。ヤコブはラケルのために七年間仕えましたが、ラバンは彼を欺いて彼にレアを与えました。レアはヤコブが慕っている者ではなかったので、彼はレアに満足できませんでした。満足しようと思えば満足することもできました。レアには麗しいところもありました。レアは優しい目をしていました。明らかに、これは男性の気を引くために仕組まれたことでした！彼女には魅力がありました。しかも、他の長所もありました。レアは何の苦もなくヤコブに家庭を与えました。ラケルはそうすることができませんでした。ヤコブはこう言ったかもしれません、「まあ、レアも悪くない。レアは自分が欲した者ではないけれど、レアにも良いところがある。落ち着いて満足することにしよう」。しかし、だめです。レアは彼の霊、心、内なる人が求める者ではなく、それ以外の何ものにも満足できませんでした。そこで彼は言いました、「私はラケルのためにもう七年間仕えます」。彼は自分の霊にかなう妻を得るために、二倍の労苦、二倍の行程を忍びました。


  さて、子たる身分の霊、真の子たる身分は、御霊に属するものではない何物にも決して満足できません――心からのものではない何物にも決して満足できません。もちろん、ヤコブは型です。しかし、新約聖書の言葉で述べると、御霊にかなうものではない何物にも決して満足できない、ということです。レアはヤコブにとって魂、天然にかなう妻だったかもしれません。しかし、ラケルはそれ以上の者であり、これは後に証明されたとおりです。ああ、ラケルとレアには素晴らしい教訓があると思います。子たる身分の真の奉仕は、全く御霊に属するもの以外のもので止まったりしないのです。


  主イエスはエホバの真の子であり、僕です。彼の内に子たる身分の真の霊があり、彼の内に奉仕の真の霊があります。この主イエスは、たとえその中に良い点がたくさんあったとしても、外面的・形式的・天然的なものにすぎない教会に決して満足できません。彼がアジアの七つの教会をご覧になった時、ヤコブがレアについて言えたのと同じように、「たしかに、とても良い点もありますし、とても素晴らしい点もあります」と言うことができました。しかし、ヤコブのように、彼はさらに言われました、「わたしはこれに満足できません。これはわたしの心に応えるものではなく、わたしの霊にかなうものでもありません。わたしが労苦してきたのはこのためではありません。わたしを心の底から真に満足させるには、それ以上のものが必要です。何が適切であり、何が正しく、何が神の御思いにかなっているのかに関する内側の最も深い感覚を真に満足させるには、それ以上のものが必要です」。こういうわけで、善は最善のために下位に置かれなければなりません。奉仕の霊は、教会、妻、花嫁に関する神の全き御旨に、常に傾注します。そして、それ以外のものでは決して満足できません。子たる身分はこのような形で働きます。これ以外の形でそれがどのように生じるのか、私にはわかりません。私は確信していますが、もし私たちのだれかがこの問題に関して小さな特別集会を開いて、「さあ、教会に関する神の全き御旨に専念することにしてはどうでしょう？」と言うなら、これについて既に述べたように、私たちはこう言わなければならないでしょう、「これは教会の性質に関する一連のメッセージを聞いたからではありませんし、それについて聖書の中に何かを見いだしたからでもありません。そうではなく、どういうわけか、自分の心の中のどこかに、この問題を気遣う神聖な感覚が生じたのです」。これは御霊に属する事柄であり、私たちは多くの逆境のただ中で懸命に労苦しなければなりません。うんざりするほどの逆境、反対、疑いが、神から生まれていないものをすべて消し去ったとしてもです。もしこれが自分の内におられる神からのものでなければ、そして、自分がこの問題を握っているのではなく、これが自分を握っているのであることを、もし私たちが理解していなければ、この道の困難さのゆえに、私たちはとうの昔にこの問題を諦めていたでしょう。私たちが何かを取り上げたのではなく、神がこの問題の中に私たちを置かれたのです。私たちに何ができるでしょう？代価や苦難のゆえに、私たちは主の民の現状に甘んじていられるでしょうか？断じてできません！私たちは労苦し続けなければなりません。


  愛する人よ、これが子たる身分の霊、奉仕の霊であると私は信じます。神の働きが私たちの内で深まるほど、私たちが教会のために苦しむほど、ますます私たちは主の民の現状に満足していられなくなることがわかります。ですから、ラケルは苦難、御霊の苦難の結果でした。


  しかし次に、ラケルはレアにできたことができませんでした。前に述べたように、レアの場合、家族がごく自然に生じて、これはたやすいことでした。しかし、ラケルの場合は大違いでした。結局、なんと失望したことか！天然的な言い方をすると、実を得るのは不可能でした。しかし、ああ、神の主権はなんと素晴らしいことか！神の主権が天然の事柄によって聖書の中になんと頻繁に示されていることか。この特定の事柄ではなおさらです。サラ、ハンナ、他の人々の事例から、これがわかります。ここではラケルからこれがわかります。最終的にラケルは子供たちを持ちますが、この子供たちは神の介入の結果です。彼らは特別な意味で神からのものであり、神の働きによります。神がご自身の原則をなんと厳密に保たれるのかがわかります。真の奉仕、真の子たる身分は、決して天然からは豊かに実を結べないのです。天然の命は霊的な実、神に至る実を何も結べません。真に霊的な実であり、霊的な奉仕であるのは、神から発するものだけです。パウロがガラテヤ人への彼の手紙で述べたことを、あなたは覚えておられるでしょう。「私の小さな子供たちよ、あなたたちの内にキリストが形造られるまで、私は再び産みの苦しみをしています」（ガラ四・十九）。このガラテヤ人たちは主の子供であり、パウロはこう言えたかもしれません、「よろしい、あなたたちは主の子供です。あなたたちは救われています。それで結構です。残念なことに、あなたたちの歩みを傷つけるこうした悲しいものがあります。そんなものがなければよかったのに。しかしそれでも、あなたたちは主のものであり、それで結構です」。ああ、これではだめです！それではあまりにもレア的であり、あまりにも安直です。それ以上のものが必要であり、御霊から発したそれ以上のものが必要です（おわかりのように、これがガラテヤ人への手紙の基調です）。パウロは言います、「……あなたたちの内にキリストが完全に形造られるまで、私は再び産みの苦しみをしています」。これがご自身の民に対する神の御旨です。ですから、この偉大なイスラエル人であるパウロ――最も完全かつ高尚な意味でそう言えます――がこう述べているのを、私たちはまたもや見いだします、「私は、あなたたちのための苦難を喜んで受けており、キリストのからだである教会のために、キリストの苦しみのなお足りないところを、私の肉体で補っています」（コロ一・二四）。キリストの教会のためにキリストの苦しみにあずかること――これが奉仕であり、これが子たる身分です。


  実際的結果のまとめ


  これが命の道であり、命の法則の働きです。これが徹底的にではなく単純に述べられています。神の豊かさは教会において表されるようになります。ですから、神の満足は教会に焦点づけられています。神への真の奉仕はみな、神にとって最も貴重なもの、すなわち教会を確保することと関係しています。そして、神への奉仕はみな、従順をもって始まります。従順は神の家の中に見られるものです。神が服従の法則を確立されるのは、神の家においてです。神の家のすべての構成員と同じく、私も服従しなければなりません。これは他の人々以上に服従し合うということではなく、神の家では自分の立場を従順によって見いださねばならないということです。神の家の他の構成員と同じく、私は神の家の奉仕者として独立して振る舞うことはできません。服従を学ぶ時、私たちは命を見いだします。神の家の中で実際に服従しないかぎり、私たちは命の道ではなく、死の道の中にあります。これが奉仕の第一の法則です。


  ここに、各地で表現された教会の重要性があります。各地の会衆が神に奉仕する目的の一つは、その構成員がその中で主に服従することを学べる領域となることです。教会の中で主に服従することが、とても実際的な問題、大きな試練の問題になるのを、あなたは何度も経験します。


  私はいくつかのことを指摘したにすぎません。これが命の道です。祝福はそこにあります。確かに、これは神の家であり、天の門です。「ヤコブは、神が自分に語られたその場所の名をベテルと呼んだ」。そこで神がご自身を彼に啓示されたからです。これが命であり、神がそこでご自身を啓示される天の門です。主よ、私たちの理解力を開いてください。


  



  第七章 ヤコブと命の法則（続き）


  



  聖書朗読：創世記二八・十～十二、十九、ヨハネ一・四七、創世記三一・十三、三五・一、六、七、一コリント一・二〇


  



  私たちのために創世記の中で七人の人物によって示されている命の七重の働きについて、これまで考えてきました。前の黙想では、六番目すなわちヤコブに到達しました。神の命の道としてヤコブが示していることに、再びこの黙想で専念することにします。


  神の家、教会、ベテルが、私たちの特別な目的です。再びヤコブを私たちの絵図として取り上げると、教会に関するかぎり、すべてはその地的面からではなく天的面から始まらなければならないことがわかるようになります。これがヤコブの生涯の支配的事実です。これが彼の人生をどのように解き明かすのかを見ることにします。


  天の法則と支配


  ヤコブが彼の道を進んでその巡礼の旅を始めた時、それは地上における彼の巡礼の旅であるだけでなく、霊的過程の旅でもありました。この霊的過程は、彼の地上生涯や歩みのあらゆる出来事、事件、事象の背後にあるものでした。意義深く印象的なことに、この巡礼の旅で彼が最初に止まった地点が、一晩だけではありましたが、ベテルでした。そして、ベテルが天からのものとして聖書の中に初めて登場します。これが聖書における教会への最初の言及であり、ヤコブと共に登場します。それは天から出たものとして登場します。つまり、その天的な面から出たものとして登場します。そして、これがヤコブの残りの経歴や霊的巡礼を支配し、解き明かす法則となります。この時点で始まるのは、天的なものの統治です。そして、この統治が神によって導入される時、地的意志にすぎないものは、その瞬間から、罪定めと神の懲らしめの下に落ち込んで滅びに至ることになります。それは、すべてが少しずつ、その起源、その源、その発端にしたがって天的なものになれるようになるためです。私たちはこのすべてを包括する問いを発しなければなりません。「すべてはどこから始まり、どこに至るのでしょう？」。答えは一つです。すべては天で始まり、天に至り、天で究極的に完成されます。これは、「すべてはキリストからです。天から出たものはみな、キリストからであり、キリストの中にあります」の言い換えにほかなりません。「万物は御子によって、御子のために創造されました。御子は万物より先に存在し、万物は御子にあってまとまっています」（コロ一・十八～十九）。これに対応する真理は示しませんが、御子は万物より先に存在しておられるだけでなく、万物より後にも存在しておられることを示す御言葉がたくさんあります。


  さて、これが象徴的にヤコブのはしごに集約されていることがわかります。何かが天から降りて来て地に達しています。主はその上におられ、神の御使いたちが上り下りしています。これをヨハネ一章にあてはめると、この原則がこの世界の中に働いていることがわかります。「見よ、まことのイスラエル人を。この人の内には何の悪巧みもない」（ヤコブはいない！）。次にナタナエルに向かって言われました、「あなたはこれよりも偉大なものを見るでしょう（中略）これから後、あなたは天が開けて、神の御使いが人の子の上を上り下りするのを見るでしょう」。天と地、地と天をつなぐのはキリストです。キリストにあって、すべての神聖な伝達が人に対してなされます。「そこで神はご自身をあなたに啓示された」という御言葉を成就するのはキリストです。


  神の家はキリストです。しかし、覚えておいてください。これはキリストに個人的に言える一方で、私たちはこの奥義の啓示を、つまり、神の家はキリストのからだである教会によって団体的に表現されたキリストであることを、見るようにされたのです。そして、団体的キリストの中に、彼がかしらであるそのからだの中に、神の啓示と伝達があるのです。この神の家、教会の中に、ヤコブが「天の門」と呼んだものがあります。これが神のベテルです。


  ですから、何事もまず天的観点から見て、それがキリストにあって天から発していることを認識しなければならない一方で、私たちはこの第二の点をも見なければなりません。すなわち、「イスラエル」のための場所を設けるために、ヤコブは排除されなければならないのです。つまり、人からのものはすべて排除されなければならないのです。それは、神の家における神聖な秩序のための道を設けるためです。ヤコブはヤコブで、神聖な事柄を侵害し、生得権を侵害しました。確かに、神の主権により、ヤコブは生得権のために選ばれた者でした。しかし、神の選びは決して一方的なものではありません。神の選定には常に二つの面があります。一つは主権的行為である選びであり、もう一つは選びの器を選びの目的に適うものとすることです。ですから、たとえヤコブが神の主権と選びの線の中にあって、生得権が確約されていたとしても――その本体として教会もそうなのですが――神の主権が取る別の線があるのです。その線とはつまり、ヤコブ的なものをすべてその立場から取り除くことです。嗣げるのはありのままのヤコブではないからです。嗣ぐのは「イスラエル」です。


  このもう一つの点に注意することにしましょう。この点は重要であり、興味深いです。それは、特別な形でヤコブに対してこの「家」が登場する、ということです。アブラハムはユダヤ人国家の祖父でした。ユダヤ人たちは常に「アブラハムの子孫」と呼ばれています。しかし、アブラハムは父祖だったにもかかわらず、聖書の中に「アブラハムの家」という句は全く見あたりません。次に、神は何度も何度もご自身のことを「アブラハム、イサク、ヤコブの神」と告げておられるにもかかわらず、聖書の中に「イサクの家」という句は全く見あたりません。しかし、「イスラエルの家」という句はあります。ですから、これはみなヤコブに遡るのです。


  さて、この意義がわかると思います。イスラエルは天的で神聖なものを表しており、地的な人からのものを除いたものを表しています。ヤコブは地的なものの型です。イスラエルが道から外れた時、霊的に衰退した時、主はイスラエルのことを「ヤコブ」と呼び、御心にかなっている時は「イスラエル」と呼ばれたことはご存じでしょう。「イスラエル」は天的な面です。ですから実際に神の家が登場するのは、ありのままのヤコブに対してではなく、イスラエルに対してです。同じ人なのですが、今では言わば天に移されており、今や天的な人です。「見よ、イスラエル人を。この人のうちに悪巧みはない」（ヤコブはない）。これはナタナエルに対する途方もない誉め言葉だったと思います。すべてをご存じの主が、「ここに真に霊的な人、霊的洞察力と判断力と識別力を持つ人がいます」と言えたのです。そこに「ヤコブ」はいません。彼が言わんとされたのはこれだと思います。


  さて、原則はこれで十分だと思います。神の家は、人にしたがっているものをすべて排除して、神にしたがっているもの、天的なものを取り入れることを要求します。


  神の秩序の一部である天的性質


  次に、天的性質は抽象的なものではなく、物事の秩序、天の秩序の一部として現れることがわかります。秩序立った生活、秩序立った関係、すべては天の秩序にしたがっています。次に見る必要があるのは、完全な神の秩序がどのようなものかということです。これについて黙想し、熟慮するよう、あなたにお勧めします。


  愛する人よ、今はかなり多くのものが矯正的であることがわかります。これは混乱と無秩序のせいです。最初、麗しい神聖な秩序がありました。どの領域、どの方面にも秩序がありました。すべてがあるべき所にあり、正しい関係を保ち、完全な秩序のうちに機能していました。摩擦、矛盾、不安、圧迫は全くなく、すべてが安息に満ちていました。神は、はなはだ良い、と宣言されました。当時、神の標準に照らしてそう言えたからには、そのような秩序は大いに良いものであるにちがいありません。神の標準は私たちの標準よりも遥かに高いからです。摩擦や矛盾、圧迫や緊張のない秩序をある程度得るとき、「自分は何かとても良いものを得た」と私たちは感じるようになります。しかし、ああ、神の標準はなんと高いことか！神があるものについて、「はなはだ良い」と言われる時、それは本当に良いにちがいありません。


  しかし、次に混乱が生じました。すべてが無秩序になり、神の宇宙の調和は破られました。圧迫、戦いが生じて、もはや安息はありません。そしてその時以来、無秩序と混乱というこの要素が状況を支配し続けています。神の秩序がこの世界に回復されることは決してありませんでした。無秩序が至る所にあります。混乱が至る所にあり、あらゆるものの内にあります。諸々の要素の中にあります。人類の中にあります。あらゆる関係の中にあります。至る所にあります。そして今、神に関するかぎり、この混乱のせいで、すべてが矯正の過程の中にあります。


  まず第一に、この無秩序、この混乱は、人自身の中にあります。人はもはや調和しておらず、一体でもありません。人はみな無秩序の中にあります。次に、この無秩序は人間関係の中に見られます。人間関係はみな、無秩序で倒錯しています。次に、人が造ったこの世の中にもあります。人はこの世を造って、今の秩序を設けました。それは神の観点では無秩序です。この世の至る所に無秩序があります。これがどれほど正しいのかを示し続ける必要はありません。この世の至る所に、神ではないもの、神の意図ではないものが見つかります。秩序はなくなって、もはや見あたりません。


  そこで今、コリント人への第一の手紙に向かうことにすると、最初に導入されているのはこの世であり、二番目が人、天然の人です。他方、三番目が人間関係や相互の生活です。ですから、このコリント人への第一の手紙はすべて、矯正するための手紙であることがわかります。それはこの世に触れ、人に触れ、人間関係に触れます。これはみな矯正的です。それでは、この手紙はもっぱら何を取り扱っているのでしょう？この手紙の関心はキリストのからだである教会です。「キリストは分けられたのか？」が、この手紙が私たちに突き付ける問いです。そして、「キリストの中には何の分裂も無秩序もない」と、この手紙は直ちに答えます。この手紙を読み進んで行くと、神の御心にしたがって教会を真に霊的に理解することにより、アダムを通して入り込んだ無秩序はすべて正されることがわかります。こうしたことがこの手紙の中で一つ一つ取り扱われています。


  これを別の言い方で、もう少し単純に述べましょう。キリストのからだである教会が神の御心にしたがって霊的に表現されている所では、アダムを通して入り込んだ混乱や無秩序といったものの余地は全くありません。それは排除されます。この世は排除されます。天然の人は排除されます。人間関係の中のこの無秩序は排除されます。教会は完全な神の秩序を表します。そしてこれは、その中にいると主張するすべての人に諸々の要求を突き付けます。その一つの根本的要求が、この矯正するための手紙の冒頭に見つかります。「私はあなたたちの間で、イエス・キリスト、十字架につけられた方以外に何も知るまいと決意しました」。教会に属すると主張しているこの人々の上に課せられた、この一つの根本的かつ包括的な要求とは、主イエスの十字架を通して――これによりこの世は十字架につけられ、これにより天然の人は十字架につけられ、これにより人間関係の中の混乱はすべて十字架につけられました――ただキリストだけを知るべきであり、ただキリストだけを認めるべきである、というものです。なぜならここで私たちは、教会の性質そのものである奥義に触れるからです。その奥義とは天からのキリスト、この世からのものが何もない、団体的に表現されたキリストです。地上の人にしたがっているのではなく、天的な人に関する神の御心にしたがっているキリストです。天的秩序の化身であるキリストです。私は組織という言葉が嫌いで、この言葉をしょっちゅう悪い意味で用いていますが、この言葉を正しい良い意味で用いることも可能です。もしそれを我慢していただけるなら申し上げたいのですが、キリストは天的組織の化身です。キリストのからだである教会の中に入ることは、ある天的な組織、神聖な秩序の中に入ることです。ですから、この完全で神聖な秩序の領域がキリストのからだである教会であり、それは「そのキリスト（the Christ）」と呼ばれています。さて、これにより私たちはこの一般的真理の適用へと導かれます。


  キリストを増し加えることがこの神聖な秩序の唯一の目的である


  第一に、この秩序、教会におけるこの神の天的な秩序は、キリストの増し加わりの法則によって支配されています。


  神の定めがどうであれ、その目的はただ一つ、すなわち、キリストを増し加えることです。教会における天的秩序の一部として神が定められたものはみな、これを目的としています。私がこれから述べようとしている言葉には多くの意味がありますが、それを詳述するつもりはありませんし、決して批判することが目的でもありません。しかし、例証として、私はある人々が「私は叙任された」という句を用いるのを時々耳にします。この句から、彼らがある特定の教会組織の領域の中に入ったこと、つまり、「聖位の祭司」になったことを、私たちは理解します。さて、要点はこうです。教会の天的秩序ということでは、どの奉仕者、任命、地位、関係も、ただキリストの増し加わりのために存在するのです。これがすべてを支配しています。役職にすぎない地位や務めはありません。天の観点から見た、教会における地位とは何でしょう？天の観点から見た、教会における務めとは何でしょう？主の民のすべての関係にはどのような意味があるのでしょう？それらのものはみな、神の御旨によると、キリストの増し加わりのためです。特別な奉仕に関しては、これを受け入れてもらえると思います。しかし、これには検証が必要かもしれません。それらの特別な務めがあるのは、メッセージを与えたり、説教するためではありません。天的秩序の中にある奉仕はどれも、キリストを分与してキリストを増し加えることを目的としています。それは、教会がさらに豊かなキリストの表現となるためです。これに至らない務めや、これに至れない務めはどれも、天的秩序の中にありません。教会における職務は、投票や任命によるたんなる聖職者組織とは全くの別物です。教会内のすべての職務や地位を天的秩序にしたがって支配しているのは、各々が与えるべきキリスト、キリストの増し加わりを表すものを有しているということです。なぜなら、教会は団体的に表現されたキリストだからです。


  あなたは教会での職務や地位をお望みでしょうか？それに至る方法をあなたに教えましょう。あなたの兄弟たちよりも大きなキリストの度量を持つよう望みなさい。聖霊は、御霊によって支配されている教会の中で、あなたが地位や務めを得るよう案配されます。これが教会内の地位を支配している法則です。誰が役員になるべきか、教会が挙手で投票して決まるわけではありません。平均以上にキリストを有する人たちを聖霊が抜擢されるのです。それは、教会をさらに豊かなキリストの度量に導くためです。


  では、このからだの肢体全員についてはどうでしょう？この同じ法則が支配しています。あなたはこのような人々に御言葉を供給する全責任を与えて、「私たちにキリストを供給して、キリストにあって私たちを建造することがあなたたちの仕事です」と言うかもしれません。しかしこの時、あなた自身もキリストのからだの肢体なので、あなたも個人的にこのからだの供給の節々となるよう専念しなければなりません。このからだを相互に建て上げて、キリストを増し加える働きに専念しなければなりません。私たちはキリストにあずかっており、そのからだの肢体ですが、それはキリストを増し加える一助となるためです。私たちはこの「説教壇と会衆席」の観念から逃れて、全く新しい心構えを持たなければなりません。教会はその相互的奉仕によって自らを建て上げます。そして、そのような建造はキリストの増し加わりによります。愛する人よ、これを強調させてください。他のことはすべて忘れても、次のことは押さえておいてください。あなたがキリストのからだである教会の中にいるのは、キリストを増し加えるためなのです。そうであるにちがいありません。あなたがそこにいるおかげで、キリストに属するものが増し加わっているのではないでしょうか？これが支配的原則です。これによって奮い立ってください。あなた自身の個人的責任を自覚してください。教会は団体的に表現されたキリストです。あなたは教会です。どれだけ多くのキリストが、彼の民の全体的増し加わりと建造のために、あなたによって表されているでしょうか？教会、務め、地位、諸々の関係のすべてを支配しているのは、このキリストの増し加わりの法則です。


  さて、私は「諸々の関係」という言葉を用いました。確かに、これがみな、たんなる専門的・教会組織的・事務的・法律的なものから、いかにかけ離れているのかがわかります。そして、これがいかに一つのこと、すなわち命に帰着するのかがわかります。教会を、神の天的御思いにしたがって、天的秩序にしたがって、このキリストの増し加わりの法則の支配下に置く時、あなたは命を得ます。教会組織や位階ではなく、命を得ます。これが命の道です。これがキリスト・イエスにある命の霊の法則が働く道です。新たな立場から、つまり新たな命題の下で、この関係の問題に取り組むことにします。


  権威と服従の神聖な諸々の特徴


  キリストのからだである教会には二つの主要な面があります。その第一は権威であり、第二は服従です。これが主に教会を原則的に支配している二つの事柄です。


  さて、機転と狡猾さと悪巧みによって自分の兄を出し抜いた時、ヤコブは権威、優れた地位を求めていました。彼は弟なのに兄よりも優位に立とうとしていました。さて、神がこれを定められたのであり、ヤコブは狡猾さや機転等を用いる必要はありませんでした。ヤコブが神に信頼していれば、神がこれを引き受けておられたでしょう。それにもかかわらず、権威と優位性を得ることを彼は気にかけていました。二十年間の道のりで彼が学ばなければならなかったのは、権威に至る道は従順であるということでした。神の家であるベテルの皇子であるヤコブにとって、この二つ――権威と服従――は同行します。この二つは分けられませんし、分けてはなりません。神がこの二つを組み合わされたのです。権威は服従によります。服従は権威に至ります。それに加えて私は信じていますが、神はこれを示すとても麗しい方法を選ばれました。


  神はこれを（偉大な教会書簡であるエペソ書でパウロが私たちに述べているように）エデンの園が始まった時に開始されました――「男と女を神は造られた」。夫と妻、男と女です。これが教会の第一の原則であることを、あなたはこれまで認識したことがあるでしょうか？これを天まで、すなわち神の御旨と御心まで辿るなら、神の目的は教会であることがわかるでしょう。キリストとその肢体である教会、夫である御方とその妻、花婿である御方とその花嫁であることがわかるでしょう。諸々の関係、夫と妻というこの人間関係は、ですから、神の御旨においては、地上の人々の間のたんなる個人的な個別の関係よりも遥かに偉大なものと関係しているのです。これはキリストと教会という大いなる崇高な観念を示すものにほかなりませんし、その目的はこれを示すことです。キリストと教会を支配する二つの支配的原則は権威と服従です。教会はどのようにして統治するようになるのでしょう？キリストに服従することによってです。かしらであるキリストはどのようにして統治するようになられたのでしょう？御父に服従することによってです。権威と服従は不可分です。これは天で確立された二重の法則です。男と女のこの二者は、神から見てどちらもとても神聖なものであり、そのどちらも入れ替わってはなりません。もし入れ替わるなら、神聖な天の秩序を覆すことになります。この二人がそこにいるのはとても聖いもの、とても神聖なものを示すためです。


  もっとよく見ると、これらの特徴はどれもキリストご自身のパースンの中に見いだされることがわかります。ああ確かに、御父に対するキリストの服従から私たちはなんと恩恵を受けていることか！どんな恩恵を受けているのでしょう？このおかげで、一方において、キリストによる神のすべての啓示を私たちは与えられています。御父へのキリストの服従により、キリストによる神の啓示が現れました。「子は自分からは何もすることができません。父がなさることを見てするのです。父がなさることは何でも、子も同じようにします」（ヨハ五・十九）。御父への服従が意味するのは、キリストは御父がなさっていることを見て、御父の働きをされたということです。キリストの働きの中に私たちは神の働きを見ます。神がどのような方かを見ます。神の御旨、神の御思い、神の願いを見ます。


  キリストの服従のおかげで、私たちは神の愛の啓示を与えられています。御父の御旨はキリストが自分の命を捨てることでした。そして、その命を捨てることは私たちに対する御父の御心の表れでした。キリストは私たちの諸々の罪のためにご自身の命を捨ててくださいました。それは私たちを贖って神にもたらすためでした。神の愛はみな、主イエスの服従によって私たちにもたらされます。これを覚えておきましょう。


  次に、彼の服従からなんと豊かな実りが生じたことでしょう。「一粒の麦が地に落ちて死ななければ……」。これは服従ではないでしょうか？その反対は何でしょう？私は死ぬことを拒みます、自分の命を捨てることを拒みます、自分の魂を手放すことを拒みます。私は自己に、自分のものにしがみつきます。「一粒の麦が地に落ちて死ななければ、それは一粒のままです。しかし死ねば（つまり、自分自身を明け渡せば、自分の命を手放せば、自分の権利を拒めば）多くの実を結びます」。これに直ちに次の御言葉が続きます、「自分の命（自分の魂）を愛する者はそれを失い、自分の命（自分の魂）をこの世で憎む者はそれを保って永遠の命に至ります」（ヨハ十二・二四～二五）。これもまた、一言で言うと、服従です。


  「死に至るまで、実に十字架の死に至るまで従順になられました」（ピリ二・八）という御言葉でこの問題を追ってください。従順――これが服従です。これは女性の面であり、女が表しているものです。私たちはその恩恵をなんと受けていることか！


  そうですが、次に、別の面があります。ああ、キリストのうちに見られる力、強力な力！ああ、私たちがキリストにあって持っている命、積極的な復活の命！ああ、力強い解放者であるキリストを通して私たちに与えられているこの解放！ああ、十字架のおかげで私たちに向けられているこの保持する力！服従の面は私たちに対するキリストの愛です。権威の面は私たちを守るキリストの守りです。服従の面はキリストの優しい同情、ご自身の者に対するあわれみ深い優しさです。キリストの権威は、ご自身の敵に対する御力の表れです。これが男と女です。


  教会における神の諸々の特徴の実際的表れ


  さて、これが教会のまさに中心に据えられています。ですから、再びコリント人への第一の手紙を見てください。男と女、そして教会における各自の地位について述べられていることは、すべてご存じでしょう。この天的関係がキリストの増し加わりのために確立されるなら、貧しさではなく途方もない豊かさという結果になるでしょう。教会における女性の地位は何でしょう？キリストのこの側面――それは常に恵み深く、同情に満ちていて、助けになる側面です――を表すことです。女性は抑圧されるべきである、とお思いでしょうか？私はそうは思いません。神の御言葉がそう教えているとは私は思いません。それは命へと至る秩序と地位の問題です。もしこれをごく普通の、一般的な、日常の、人間的な言葉で述べるなら、こう述べるべきでしょう。「男がそこにいるのはキリストの権威を代表するためですが、服従せずにその権威を行使することはできません」。さもないと何が起きるでしょう？男が神の家の中で君主になってしまいます。使徒が「神の遺産を牛耳る」と述べていることをしてしまいます。男に必要なのは、服従を示す女が同伴して、こう述べることです。「まあ、愛する人よ、優しくしてください。あのような強引さ、あのようなおせっかいで、神の権益に損害を与えないでください、傷つけないでください。主によって耐え忍ぶ必要があることを思い出してください」。服従の原理が働いているのがおわかりいただけるでしょうか？この二人は切り離せません。主は二人共必要とされます。私は信じていますが、主が教会の中にこのような関係を示されたのは益のためであって、損失のためではありません。増し加わりのためであって、貧しくするためではありません。キリストの服従というこの原則にしたがって、この親切さ、この優しさ、細やかな感情に対するこの配慮――それは統治の荒っぽさを和らげるものです――が常に維持されるようにするためです。ああ、もしそうするよう召されるなら、私たちは男として、自分自身もまた神のあわれみを大いに必要とすることを常に覚えつつ、治めなければなりませんし、権威を用いなければなりません。「兄弟たちよ、もしある人が過ちに陥ったなら、霊の人であるあなたたちは、そのような人を柔和の霊の中で回復しなさい。自分も誘惑されないよう気をつけなさい」（ガラ六・一）。この御言葉の中に女の声が聞こえるでしょうか？これはキリストの一つの面であって、正しく治めるのに必要なものです。


  実際のところ、私にはこの意義について示唆を与えることしかできません。私が常に心に留めているのは、あらゆること、諸々の関係、他のすべてのものが、神の家の中では、キリストの増し加わりのためである、ということです。親愛なる姉妹たちよ、「あなたたちは抑圧されて排除されなければならない」と述べている箇所が新約聖書にあるとは思わないでください。あなたたちにはとても本質的な務めがあります。その務めは神の家で重要なものであり、キリストの増し加わりのためです。そして、もう一方の側の者たちはあなたたちを必要としており、あなたたち抜きでは自分の務めを果たせません。「男が一人でいるのは良くない」と主は言われました。これには、人間的交友を持つ以上のとても深い意味があります。これを積極的な言い方で述べるとこうなります、「男が一人の女を持つのはとても良いことです。ただしそれは、女が神の御思いにかなう正しい優しさを持っていればの話です。あなたはバランスを保たなければなりません」。


  しかし、そのどちらも入れ替わってはなりません。さもないと、天的秩序はたちまち覆ってしまいます。こういうわけで、コリント人への第一の手紙はすべての領域で無秩序を正します。この世は無秩序なので排除されることがわかります。天然の人は無秩序なので排除されます。この無秩序な領域にしたがっている関係が教会の中に入り込むなら、そのような関係は出て行かなければなりません。そして、天的秩序がもたらされなければなりません。パウロが教会の中の女性について述べていることはどれも、正しく解釈するなら、「女性には何の地位もない」という意味ではありえない、と私は信じています。その正反対だと私は信じています。しかし、彼が述べたのは、無秩序な所に秩序をもたらすということに尽きます。それは天的秩序の問題でした。あなたが正しい所にいるなら、あなたは完全に機能できます。しかし、あなたは自分のいるべき正しい所にいて、それを保たなければなりません。さもないと、命は出て行ってしまいます。おそらく私はこれらの問題についてあなたを完全には納得させていないかもしれませんが、私は原則を扱っています。命の法則は天的秩序の線に沿って働きます。


  ですから、すべては御子に関する神の御旨にかかっていること、そして、すべては「御旨はどうすれば実現されるのか」という思慮によって支配されていることがわかります。神が良しとされる方法は、キリストの増し加わりを第一として考案された方法です。それ以外のものはすべて神によって排除されます。秩序は技術ではありません。恣意的なものではありません。キリストの増し加わりのために確立された天的秩序の現れです。あるいは別の言い方をすると、秩序とは、それが天的秩序である場合、命の道なのです。無秩序は死の道です。


  さて、ヤコブの生涯が理解できたでしょう。彼は天然の人につきものの無秩序と共に開始しました。この世の知恵と狡猾さと共に開始しました。彼が召されたのは、神の家と神の家に関する奉仕――ベテルとベテルに住むこと――を主眼とするようになるためでした。ですから、この人は取り扱いを受けなければなりません。そして、天然の人に属するものはみな、無秩序なものとして除き去られなければなりません。また、彼の中にあるこの世の要素はすべて滅ぼされなければなりません。神の家はヤコブの家ではありえません。「イスラエル」の家でなければなりません。それは諸事の霊的・天的な面です。


  重要な学課


  この実際的意義をあなたたちがどれくらい理解しているのか私にはわかりません。おそらく多くの疑問を抱えておられるでしょう。しかし、これは少なくとも一つのことを私たちに教えていると思います。それは、キリストにある満ち満ちた命に向かって進むには、主の民は霊的関係を持たなければならない、ということです。キリストの肢体たちの間にこのような関係――それにより秩序だった形でキリストが増し加わる機会が生じます――がなければなりません。これは大いに考えるべき問題です。キリストのからだである教会と実効的・実際的に関わっていないせいで、必要以上に苦しんでいる人が大勢いるのは確かです。主の民が個人的、独立的、関連性のない生活や行動をするとき、彼らは諸々の大きな悪にさらされることになる、と私は信じています。主の民が集まりさえすれば、多くの病が癒され、不必要な多くの苦しみから解放されるでしょう。「あなたたちは穴の空いた袋に金を入れている」というハガイの言葉が依然として有効です。乏しく、不毛であり、費やした霊的力に全く見合わない結果です。次に、主はその原因についてご自身の民にお尋ねになります。彼らに対する主の答えは、わたしの家のためである、というものです。もしあなたがわたしの家を自分の人生を支配する中心的なものとするなら、今は祝福がないところに多くの祝福があるようになるでしょう。今は死があるところに命があるようになるでしょう。今は暗闇があるところに光があるようになるでしょう。今は欺きがあるところも安全になるでしょう。主の民の独立的行動や関連性の欠如のせいで、今日、こうしたあらゆる形で、どれほど多くの苦しみが生じているのか、私たちは少しもわかっていません。これについて主に尋ねてみてください。もしそれが主の御心なら、そして主の御旨に関してあなたが主と共に考えるなら、これを癒せる何らかの方法を主はきっと示してくださるでしょう。


  



  第八章 ヨセフと命の法則


  



  聖書朗読：ローマ八・二、十七、ピリピ三・十


  



  さて、キリスト・イエスにある命の霊の法則の七つの働きの最後のものに来ることにします。私たちは、創世記のアダムからヤコブに至る人々によって私たちのために描写されている、この働きの諸々の段階を辿ってきました。そして今、最後の七番目であるヨセフに来ることにします。ヨセフは先立つ六人全員の集大成であり、彼らを網羅して命の最終的豊かさへと至ります。


  ヨセフは父の権益を第一にしていたのか？と問うことにしましょう。まさにこの問題を巡ってヨセフが登場することがわかります。ヨセフに関する物語は初めに、イスラエルは自分の息子たちのだれよりもヨセフを愛した、と告げています。これはなぜでしょう？そのすぐ後に示されているように、ヨセフは父親の権益を特別に気遣っていたからです。彼はあらゆることで父の権益を第一にしたのです。


  ヨセフはさらに、何が父を喜ばせるのかに関して、霊的識別力と理解力を用いたのではないでしょうか？それが彼と兄弟たちとの間の揉め事の原因だったのではないでしょうか？彼の兄弟たちは父の心とは正反対のことをしていました。ヨセフは、これが父にとってどれほど不名誉なことであるのかを見て取りました。彼は自分の兄弟たちの間違いを見抜きました。それには問題がありました。そして、自分はそのように歩まないで、父に喜ばれるよう肉によってではなく霊によって歩もうとしました。


  次に、ヨセフの場合、復活の原則がどのように働いていたのかが、はっきりとわかります。彼の生涯のほとんどはこの原則に基づいていました。彼は死の中に下ったのでしょうか？そうです、しかし彼は復活を知っていました。この復活の原則はヨセフの生涯の一大要因です。


  信仰に関して、ヨセフはだれよりも試みられました。ポティファルの家、牢獄、地下牢で過ごした年月の間ずっと――ああ、この信仰の試みはなんと大きかったことか！「彼の魂は鉄の中に入れられ、主の御言葉が彼を試みた」と詩篇作者は述べています。そうです、信仰が要求されただけでなく試されたのです。彼が神に信頼した様は素晴らしいです。苦々しさ、憤り、反抗の痕跡は何も見あたりません。ヨセフの信仰が勝利します。


  確かに、彼は真の子です。彼の兄弟たちによって代表される神の家のための奉仕に打ち込む姿は、子たる身分の霊を表しています。彼は自分の兄弟たちの幸福を気遣いました。彼は兄弟たちの食事の様子を見に行きました。彼らにパンを持って行きました。彼の生涯の一大目標は、後にエジプトで見られるように、自分の兄弟たちに奉仕することでした。


  さて、ヨセフが先述したものをすべて体現していたことは明白です。次は何でしょう？次に、彼はそれらを貫き通します。苦難を通して統治に至り、拒絶を通して高揚に至り、低くされることを通して王座に至ります。ああ、愛する人よ、もし主イエスの命が私たちの中で自由な道を得るなら、それはこれらのものをすべて生み出します。この命は、自然にすべてが主へと至る道を取ります。この命は、何が主からであり何がそうでないかを識別する霊的識別力が成長する道を取ります。「あなたはこれを放棄しなければなりません。これをしてはいけません」と言う必要は決してありません。命の霊の法則は何が主の御心ではないのかを教えてくれます。それは私たちをこの世から分離するので、私たちは自分が分離していることに気づきます。これは、私たちはこの世を放棄しなければならないという問題ではなく、この世が私たちを放棄する問題です。私たちはこの世の外におり、この世ではよそ者です。命の霊の法則がそうさせるのです。この法則によって自分自身を試してみなさい。もしあなたがこの世の中で、また自分自身の天然の命の中で、幸いであり、快適であり、満足しているなら、主イエスの命がそもそも自分の中にあるのか、あなたは真剣に自問しなければなりません。この命が自分の内に働いているので、自分がますます地上でよそ者になっていくことに、あなたは気づくでしょう。自分がますます霊の中に、状況の外側にあることに、あなたは気づくでしょう。そして時として、あなたは最も深刻な衝撃に見舞われるでしょう。


  確かに、神と共に進むことにより、自分がこの世からどれほど遠ざかったのかがわかるようになります。この世からなんと遠ざかったことか！これは命の働きです。これはこのような結果になります。それは諸々の困難を生じさせますが、そういうものなのです。命の霊の法則は、あなたとこの世やこの地上生活との間の溝を、ますます広げていくでしょう。そうなる運命にあるのです。それは必然的にあなたを外に追いやることになります。そうなると、当然ながら、そのような立場に置かれた時、神以外に何を頼りにし、何を支えとすればいいのでしょう？神はあなたの命、あなたの資源となられました。この世の楽しみは退いて、神があなたの楽しみとなられました。あらゆることであなたは神を仰がなければなりません。これが信仰生活です。もはやあなたの満足は地上にはありません。しかし、命がすべてを生じさせます。そして、アブラハムのように、神が自分の卓越して偉大な褒賞となる境地に、あなたを至らせます。神はエルシャダイ、大いに豊かさを注ぎ出す方です。


  王座と真の宿命


  ヨセフをよく見なければなりません。これらの様々な段階に沿ったこの命の働きは、これらの様々な事柄を自然に神の子供の現実としますが、すべて一つの宿命、一つの目標に向かって進みます。この命の法則は、私たちの中で自由な道を与えられるなら、私たちを王座に至らせます。その結果は王座であり、神と共に統治することです。しかしどのようにしてでしょう？苦難、謙卑、拒絶によってです。これが王座へと至るこの命の道です。これがヨセフが示していることです。


  選びの器の神に対する独特な関係


  しかし、ヨセフは父に特別に愛されていたことに注目してください。ヨセフの試練について取り組む前に、これを確認しておくといいでしょう。「主は愛する者を訓練」されますが、サタンは常にこれに反対します。私たちが困難、苦難、屈辱、拒絶の中にある時、「主はお前を愛していないのだ」という声が常に耳元にあります。ですから、ヨセフは父に特別に愛されていたことに注目するといいでしょう。なぜでしょう？すでに見た諸々の理由のためです。まず第一に、彼はあの二倍の労苦の結果でした。父は彼のために二回にわたって労苦しました。ヨセフを生み出すにはとても大きな代価が必要でした。キリストのからだである教会は、御父の御心のきわめて深い苦しみの実です。神は教会を確保するために大いに苦しまれました。それは神の教会です。なんと素晴らしい宣言でしょう！教会やキリストのからだと称されることがとても多いのですが、ここではその名称は「神がご自身の血をもって買い取られた神の教会」（使二〇・二八）です。こういうわけで、教会は神にとって特別に慕わしいものなのです。しかし、これがそうなのは、教会が神の二倍の奉仕、苦しみ、労苦の結果であるからだけでなく、教会は神の御霊の実であり、神の御霊の苦しみから生じたものであり、神の最も内なる部分にきわめて深く応えるものだからでもあります。これは素晴らしいことです。このように神は教会をご覧になります。神はありのままの私たちをご覧になるのではありません。キリストの中にある私たちをご覧になるのであり、これは永遠にそうです。驚くべきことです！


  これを示す最も驚くべき実例・予型は、バラムがイスラエルについて述べるよう強いられた発言の事例です。その事例では、バラムは自分自身の言葉を述べることを許されず、神の御言葉を述べるよう強制されました。あらがえない強制の下で、山からヤコブの諸部族が展開している谷を見渡した時、彼は「神はヤコブの内に不法をご覧にならない」と言いました。ヤコブを見てください、荒野での生活を見てください、反逆、つぶやき、心の中でエジプトに逆戻りしたこと、不忠実さを見てください。これらに直面してもなお、神の御心から発したこの驚くべき宣言が、渋る不忠実な預言者の口から述べられたのです、「神はヤコブの内に不法をご覧にならない」と。なんという恵みでしょう！


  ですから、主は教会を恵みの実として、ご自身の苦しみの実としてご覧になります。そして教会は、私たちには表現しがたい形で、何とか主の御心に応えます。「キリストは教会を愛された」。キリストは昔も今も教会を愛しておられます。なぜなら、何らかの神秘的な方法で、彼の心が願うものを、教会において獲得されるからです。「キリストがそれを私たちの間で獲得されますように」という願いが、どうかますます深まりますように。これが父親に対するヨセフの立場であることがわかります。


  真のビジョンの効果


  次に何が続くのでしょう？苦難、拒絶、屈辱です！しかし、これは今述べたことと矛盾しませんし、父の愛に反するものでもありません。主イエスが十字架の道を行かれたことは、彼に対する神の愛に決して反するものではありません。全くそんなことはありません！なぜヨセフは苦しんだのでしょう？ヨセフはどのように苦しんだのでしょう？最初に、彼は自分の兄弟たちから憎まれました。彼は兄弟たちの憎しみを被りました。なぜでしょう？これには二つの面があります。一方において、彼が苦しんだのは兄弟たちが肉的だったからです。他方において、父親を悲しませて辱める道であると認識した道に反対したからです。これは誤解されずに述べるのが難しいことです。それにもかかわらず、これが正しい立場です。命の霊の法則にしたがって実際に進み続けていて、自分の中にこの法則が働いている人は、肉性に関する霊的識別力を持つようになります。たとえその肉性が、主の子供たち、御父の家族の中にあったとしてもです。そして、そのような識別力を持つがゆえに、それを受け入れることができず、それを拒否して、神の民の中にある肉性に反対する立場に必然的に達することになります。そしてそうするやいなや、あなたは追放され、「優越感を抱いている」と見なされてしまいます。あなたは絶縁され、排除されます。拒絶されます。嘲りと非難の的にされます。苦しみに遭います。肉性は暴露されるのを嫌がります。これが理由でヨセフは苦しみました。これは苦難の道です。神の最善のために立つことは、神の最善よりも劣るものに立ち向かうことを常に意味します。


  次に、ヨセフにはさらなるこの特徴があったことがわかります。つまり、彼の志はあまりにも高かったのです。彼の心は王座に向けられていました。彼は統治する生涯を夢見ました。これらの原則は、とても人間的な物語の中に包まれています。主は不自然な絵を描くような御方ではありません。私たちが霊的な諸々の原則を示すためにこれを記していたなら、全く別の形で記していたにちがいありません。主は、主なりに、とても人間的な言葉でこの物語を告げておられます。そして、ヨセフが兄弟たちと共に働くために進んだ不幸な道の詳細を、すべて私たちに伝えておられます。しかし、それにもかかわらず、このとても人間的な物語の背後には（この物語を見ると、ヨセフが最高のもののために立っている間ですら、彼の欠点が丸見えになっています）、あるものが隠されています。この人間的な物語の背後には、諸々の原則が隠されているのです。彼は夢を見て、その夢について告げましたが、その背後にはある原則がありました。彼は見ていたのです、神のために最後まで進み抜く人々に対する神のみこころであり御旨である王座を。王座は、神ご自身から発したこの命のために神が定められた宿命です。この命は、機会さえあれば、その源に戻らずにはいられません。源なる御方に戻らずにはいられません。神に戻れる唯一のものは神ご自身の命、神ご自身のものであり、それ以外にありません。この命が与えられているのは、苦難という聖別の過程を通して、私たちを王座に導くためです。これがこの命の宿命です。そして、この原則がヨセフを問題の中に巻き込んだのです。ああ、この統治する命、この王座の命、この勝利する命は、なんという敵意を引き起こすことか――「お前は確かに、自分は何か特別な者になる、他のだれよりも優れた気高い者になる、と思っている！」。このような言葉で人々はあなたを罵ります。


  選びの器に対するサタンの憎悪


  これにはそれよりもさらに深い何かがあると思います。ヨセフがキリストの型であり、それに何の疑いもない以上、彼の宿命はキリストのように王座に至ることでした。しかし、その王座を渇望する別の者がいました。この者は、この王座への大志を抱く人に対する状況を無茶苦茶なものにし、この王座に召された人々の生涯を何としても苦難と苦しみの生涯にしようと立ちはだかります。この光景全体の背後の影に隠れて、これが示すもの、これが前もって表しているものを絶えず見ていた者がいたのだと思います。私が思うに、たとえ影や絵図だとしても、サタンはどこでも常にキリストを見分けることができます。そしてこの絵図・型により神は、この王座に確実に達する方がいることを示唆しておられました。サタンはこれに反対します。そして、これを不可能にして挫折させるために、サタンはあらゆる肉的な手段を用います。そしてここに肉的な兄弟たちがいて、この王座に目を向けているこの人に襲いかかるのに必要な立場をサタンに与えました。彼の志はサタンにとって気高すぎました。もし教会が、神の意図された御旨にしたがって、このような志を持つなら、教会はサタンの手によって辛い時を過ごすでしょう。サタンの手から直接苦しめられるだけでなく、肉的なクリスチャンたちによっても苦しめられるでしょう。神と共に進み続ける者たちに対する最大の障害、邪魔物、苦難の原因は、肉的なクリスチャンたちです。神と共に進み続けるつもりなら、あなたはこの世によって苦しめられる以上に、信仰を告白する教会によって苦しめられるでしょう。これは苦難の道であり、王座に至る道です。


  苦難によって完成される霊的備え


  しかし次に、神がヨセフの苦難の中におられたことがわかります。神の主権の御手の下で苦難が必要だったことがわかります。苦難は王座のために彼を備えるものだったのです。もし苦しむなら、治めるようになります。これはたんなる苦難の事実のゆえではなく、苦難が私たちの内で達成することのゆえです。ヨセフの苦難は偉大なことを達成して、王座のために彼を整えたのです。


  彼は仕える方法を学ばねばなりませんでした。なぜなら、奉仕が王座のしるしだからです。ついに彼が王座に達した時、それは彼の兄弟たちに仕えるためだったのです。私たちの永遠の運命は無為な余暇の生活である、と思わないようにしましょう。その素晴らしい点は奉仕です。「彼の僕たちは彼に仕える」。彼は奉仕を学ばなければならず、厳しい学校でそれを学びました。ポティファルの家は、僕になることをヨセフが学んだ学校でした。彼の学校はとても厳しい困難な学校でした――エジプト人の家の僕でした。神の皇子の子供、イスラエルが心を寄せる息子は、ポティファルの家での奉仕によって服従を学びました。全く空っぽにされました。それは、治める方法、高ぶらずに富を持つ方法を、彼が学ぶためでした。満たされるために空にされ、高く上げられるために低くされました。高く上げられた状態で奉仕するために、低くされた状態で奉仕しました。この諸々の苦難は何事かを達成しつつありました。ヨセフの苦難をすべて網羅することはできませんが、諸々の苦難が臨んだのは王座に至る道としてだったのです。


  ですから、ヨセフは真に霊的な教会とその宿命を表しています。その宿命とは、キリストと共に統治することです。当面のあいだ、この統治する地位への小径は、拒絶、苦難、拒否、屈辱の小径です。そしてそのほとんどは、霊的でない神の民の間にある肉的要素によります。


  さて、これ以上何を述べることができるでしょう？王座に達することは目標に達することです。命の道、命の働きがわかります。


  真の基礎とその結果


  最後に繰り返し強調して述べたいのは次のことです。まず第一に、私たちは、キリストを命として、自分の命として受け入れているのかどうかを、確認しなければなりません。「神の無代価の賜物は、私たちの主キリスト・イエスにある永遠の命です」。この賜物を受けたら次に、前進しつつ、「永遠の命を握りなさい」という勧めを思い出す必要があります。なぜなら、すべてがとても暗くて恐ろしい耐え難いものになって、死を受け入れる方が容易なことも時々あるからです。これは文字どおり本当のことです。主の民の人生には、死ぬようサタンが提案する時もあります。そのような時、サタンは、この人生に終止符を打つこと、すべてが終わったことを受け入れること、「何もかもおしまいだ！」と言うこと、そして、「絶望的状況になってしまったので、この状況の中から自分たちを全く取り去ってください」と主に求めることを彼らに願わせます。時々、あなたもそのような状況になります。私が述べていることをあなたが理解しているのかどうか、私にはわかりません。サタンは断固として立ちはだかります。サタンは彼らを抑圧して、彼らが死を受け入れることを望みます。こういうわけで、何度も何度も私たちは信仰を行使して命を握らなければなりません。そして、命に向かう姿勢、命を握る姿勢、命の法則に応じる姿勢、この命と結びついているものと共に進み続ける姿勢を取らなければなりません。この命は私たちに、その継続的成長のすべての段階を通らせます。私たちの内にあるこの命、私たちの内におられるキリストは、栄光の望みであるだけでなく、王座の栄光の実現でもあることがわかるようになるでしょう。あなたと私の中には、私たちを王座へともたらすように定められているものがあります。ただしこれは、私たちがそうしてもらうならばの話です。


  どうか主が、キリスト・イエスにある命の霊の法則に従うすべを私たちに教えてくださいますように。


  



  注記


  



  「ただで受けたものはただで与えられるべきですから、私の著書に著作権をつけないでください」という著者の遺志により、本書は著作権フリーです。本書を配布する場合は、著者の遺志を尊重して、著作権をつけないでください。
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